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このレポートについて

このレポートでは、イケアのサステナビリティ戦略「ピープル・
アンド・プラネット・ポジティブ」の FY22 における進捗状況
についてまとめています。イケアのバリューチェーンおよびフ
ランチャイズシステム全体でのさまざまな活動に加えて、進
捗状況を評価するために現在進行している取組みについても
最新情報を記載しています。イケアのサステナビリティレポー
トは、Inter IKEA Group1 が発行しています。

今回の報告期間は、2021 年 9 月 1 日から 2022 年 8 月 31 日
までの 2022 事業年度（FY22）です。パーセンテージの数値
は四捨五入のため、合計が 100％にならない場合があります。

イケアのビジネスとは、イケアブランドのもとで活動するすべ
ての事業体が行うビジネス活動を指します。このレポートに
おける「私たち」とは、イケアのビジネスを指します。イケア
のバリューチェーンには、原材料の調達や採取、製品の製造・
輸送、イケア店舗でのリテール事業、お客さまのご来店、家
での製品の使用、製品の廃棄が含まれます。

イケアのビジネスが長期にわたり成長・発展できるように、
私たちはフランチャイズシステムを採用しています。これによ
り、財務基盤が安定するだけでなく、フランチャイジーが新
しい市場やアイデアに挑戦し、検証と探求を重ねていける環
境が実現します。私たちは、これからも力を合わせてイケア
ブランドの発展に努めてまいります。

目次

1	Inter IKEA Group は、Inter IKEA Holding B.V. と全関連会社で構成されていま
す。Inter IKEA Holding の全関連会社の概要は、こちらをご覧ください。

https://gbl-sc9u2-prd-cdn.azureedge.net/-/media/aboutikea/newsroom/documents/ikea-sustainability-strategy-sept-2022.pdf?rev=8df71cde87cb4936939d8e4be8af3e50&sc_lang=en&hash=4133E9DAD6EF9B7A77CD3ED0AF79B34D
https://gbl-sc9u2-prd-cdn.azureedge.net/-/media/aboutikea/newsroom/documents/ikea-sustainability-strategy-sept-2022.pdf?rev=8df71cde87cb4936939d8e4be8af3e50&sc_lang=en&hash=4133E9DAD6EF9B7A77CD3ED0AF79B34D
https://www.inter.ikea.com/en/this-is-inter-ikea-group/our-business-in-brief
https://about.ikea.com/en/about-us/the-ikea-franchise-system
https://www.inter.ikea.com/en/performance/download-financial-reports
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FY22 も、継続する新型コロナウイルスの流行、
ウクライナでの悲惨な戦争、生活費に影響を
及ぼす高インフレ、気候変動、進行する自然
の損失、不平等の拡大といった、世界中の多
くの人々やイケアのビジネスに影響を与える課
題に直面した一年でした。こうした時代には、
イケアのサステナビリティ戦略に引き続き取り
組んでいくことの重要性が今まで以上に高まっ
ています。サステナビリティ戦略は、イケアの
ビジネスに極めて重要で、イケアのビジョンを
実現するのに大切な役割を果たします。

この困難に立ち向かう年に、私たちはまず、コワー カー、
お客さま、サプライヤーの皆さまの変わらぬご支援と力
強いご協力に心より感謝申し上げます。共に力を合わせ
ることで、イケアの精神は生き続けます！ 

ウクライナでの戦争は、人々とコミュニティに影響を与
え続けている人類の悲劇です。私たちの優先事項は、
コワーカーおよびイケアのバリューチェーンの人々を支援
し、安全な状態を確保することです。2022 年 3 月初めに、
Inter IKEA Group と Ingka グループは、ロシアとベラ
ルーシでのイケアの営業を一時停止することを発表しま
した。6 月には、両国でのイケアの営業停止の決定が下
され、それ以降徐々に規模が縮小されました。
 

この複雑な状況にもかかわらず、イケアの FY22 の総売
上高は 446 億ユーロに達し、FY21 比で 6.5％増加しま
した。パンデミックによって FY21 は売上の伸びが制限さ
れ、世界が再び活動を始めたことでイケアのリテール事
業の利益につながりました。その一方で原材料と輸送の
コスト高が価格を押し上げたため、売上の伸びは数量で
はなく、金額の増加を意味します。

今後 6 年間で世界に残されているカーボンバジェット（炭
素予算）を考えると 1、地球の気温上昇を 1.5° C 以内に
抑えるために行動を起こすことがかつてないほど重要に
なっています。私たちは、バリューチェーン全体を対象
に含めるアプローチによって、自らの役割に懸命に取り
組みます。FY22 のイケアの総クライメートフットプリン
トは、CO2 換算で 2,580 万トンと推定されます。これは、
FY21 と比較して 5％、ベースラインの FY16 と比較して
12％減少しています。このクライメートフットプリントの
減少の要因は主に、再生可能電力の着実な進展、家で
使用する製品のエネルギー効率の改善、そして多少影響
を及ぼしたのは FY21 から FY22 に生産量がやや低下し
たことです。2

減 少 の 主 な 要 因 のひとつ は、 新しくてお 手 ごろ な
SOLHETTA/ ソール ヘッタ LED 電 球シリーズなどの、
エネルギー効率のより優れたイケア製品です。また、プ
ラントボールやベジドッグなどのプラントベース（植物
由来）食品の売上の割合が増加傾向にあります。

FY22 は、イケアのリテールと生産の両方において再生可
能電力の割合が増加しました。イケア リテール事業の
24 市場で、再生可能電力使用率 100％を達成しています。
生産では、FY21 の 52％から 64％に増加しました。鍵と
なる強みのひとつは、イケアの統合型サプライチェーン
です。私たちはサプライヤーと、平均で 11 年という長期
にわたる関係を築いており、再生可能エネルギーへ移行
するサプライチェーンの取組みを支援しています。

今後重視していくことは依然として、製品輸送や私たち
の最大のクライメートフットプリントである原材料など
のより長期的なアジェンダです。原材料に関しては、影
響を削減するための具体的なプランがあります。原材
料に対する課題は、データの精度と完全性を確保する
ことです。詳しくは、イケアのクライメートレポート 
FY22 をご覧ください。

世界の資源を大量消費することが、人と地球への負担を
増大させているため、サーキュラーエコノミー（循環型
経済）への体系的な移行をイケアのビジネス内だけでな
く世界を通じて確立することが、サステナブルな未来を
築く上で重要です。私たちはサーキュラービジネスへの
転換を図るための取組みに数年を費やし、現在はその複
雑さをより明確かつ実質的に理解しました。数年にわた
りさまざまな市場で検証を行ったあと、お客さまが製品
の譲渡、修繕、お手入れ、メンテナンス、アップグレー
トを便利な方法でできるようにするグローバルなイケア・
コア・サーキュラー・カスタマー・オファーを正式に導入
しました。

気候変動、自然の損失、社会の不平等は相互に結びつ
いているため、私たちはサステナビリティに関する取組
みに包括的にアプローチすることを目指しています。環
境への影響が制限されるサーキュラーエコノミーへの転
換によって、生活や人権への課題が増えます。そのため、
イケアのサステナビリティ戦略の公平性と平等性のセク
ションの改訂に一年を通して特に力を注ぎました。今回
の改訂では、レジリエント（柔軟で回復力のある）な社
会の実現に寄与する取組みをさらに充実させるととも
に、社会的に特に弱い立場にいる子どもたちにも引き続
きフォーカスしています。また、働きがいのある仕事に焦
点を当てた公正な移行 3 の実現など、新しいコミットメ
ントも掲げています。たとえば、将来の需要に合わせた
スキルアップやリスキリング（学び直し）などが含まれま
す。このアップデートは、社会的インパクトの重要性評
価に裏付けされています。

ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになるための
私たちの取組みは継続しており、楽観的な展望を持ち続
けています。私たちの長期的なコミットメントは、多くの
人にとってサステナブルな暮らしを手ごろで確実に手の
届きやすいものにすることです。一緒に力を合わせるこ
とで、これを実現できるでしょう。

2030 年に向けたコミットメントを果たすべく課題の解決に取り組みます
はじめに

1	 グローバルコモンズと気候変動に関するメルカトル研究所、「Remaining carbon budget（残余カーボンバジェット）」、1.5° C シナリオ、2022
2	FY22 につくられた製品の生産量は、ベースラインの FY16 と比べて 10％増加したものの、FY21 と比べると 1％の減少でした。
3	公正な移行とは、気候への影響を軽減しサーキュラーエコノミーに転換するための取組みが社会に与える影響に対処するものです。

Jon Abrahamsson Ring
チーフエグゼクティブオフィ
サー、Inter IKEA Group

Pär Stenmark
チーフサステナビリティオフィ
サー、Inter IKEA Group

https://gbl-sc9u2-prd-cdn.azureedge.net/-/media/aboutikea/newsroom/publications/documents/ikea-climate-report-fy22.pdf
https://gbl-sc9u2-prd-cdn.azureedge.net/-/media/aboutikea/newsroom/publications/documents/ikea-climate-report-fy22.pdf
https://www.mcc-berlin.net/en/research/co2-budget.html
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FY22 のイケアのビジネス

イケアのフランチャイズシステム
FY21 から 6,000 人増加

提携しているホームファニッシング製品サプライヤーは
50 市場以上をまたいで約 900、食品サプライヤーは世界
全体で 150 以上 

FY22 に発売された新製品の数 2,000

新型コロナウイルスの流行の影響によりウェブサイトへの
訪問者数が大幅に増加した FY21 と比較して 14％の減少  

62 市場に 456 店舗
17 の新しいイケア店舗
21 の新しいカスタマーミーティングポイント（閉鎖 6 カ所）

231,000
イケアのコワーカーの数

1,600＋
イケアのサプライヤーと 
パートナーの数 1

9,500
イケアの商品展開の数

43億
イケアのウェブサイトへの訪問者数

8億2,200万
イケア店舗の延べ来店者数

446億ユーロ  
イケアのリテール事業売上高 2

1 取引するサプライヤーの数は、ホームファニッシング、輸送 / ロジスティクス / 配送の各サービス、部品、食品の分野で合計 1,600 を超えます。
2 売上税は除く。イケアのフランチャイジーによるイケア製品、食品、サービスの売上高を含みます。
3 生産量は、立方メートル（m3）で測定しています。

Ingka グループ
31 市場

Al-Futtaim 
4 市場

Dairy Farm
4 市場

Miklatorg 
4 市場

Ikano Group
5 市場

Sarton
3 市場

Al-Homaizi
3 市場

House Market
3 市場

Al-Sulaiman
2 市場

Falabella
1 市場

MAPA 
1 市場

Northern Birch
1 市場

イケアのフランチャイジーInter IKEA Group

イケア製品の
サプライヤー

イケアの 
サービス
プロバイダー

IKEA of Sweden
イケア製品全体の開発・デザイン

IKEA Marketing &
Communication
コミュニケーションコンテンツの
開発・デザイン

IKEA Industry
イケアの戦略的メーカー

IKEA Supply
イケア製品の調達・配送

Inter IKEA Systems
イケアコンセプトの所有者および 
世界中に広がるイケアのフランチャ
イズ本部

はじめに  |  ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる  |  ステークホルダーエンゲージメント  |  サステナビリティガバナンス  |  持続可能な開発目標（SDGs）の指標 

これは、イケアのフランチャイズシステムとバリューチェーンの簡略図です（詳しくはこちらをご覧ください）。2022 年 8 月 31日現在、合計で 62
の市場にイケアのフランチャイジーが 12 社あります。Inter IKEA Group は、イケアのフランチャイズ本部、製品開発、供給、製造などの事業活
動で構成されています。イケアのサステナビリティに関する目標を設定し管理するのは、戦略的サステナビリティ協議会であり、議長は Inter 
IKEA Group の CEO が務めます。サステナビリティガバナンスについて詳しくは、52 ページをご覧ください。

FY21 は 419 億ユーロ
イケア製品の生産量は FY21 と比較して 1％の減少 3

https://about.ikea.com/en/about-us


5 - イケアのサステナビリティレポート FY22

家の中のより多くのエリアで使いやすくするた
めに、エネルギー効率に優れた SOLHETTA/
ソールヘッタ LED 電球シリーズを拡充してい
ます。（10 ページ）。

新しい低価格の UPPÅTVIND/ ウッポートヴィン
ド 空気清浄機を発売し、より多くのお客さまが
室内の空気を浄化するソリューションを手に入
れられるようにしました（11 ページ）。

家の蛇口で使用する水の量をお客さまが最大
で95％節約できる新しい ÅBÄCKEN/ オーベッ
ケン ミストノズルを発売しました（12 ページ）。

スウェーデンレストランの肉由来のメニューと
比較して、プラントベースメニューの売上に占
める割合が増加しました（13 ページ）。1

生物多様性を提唱し、私たちが与える影響を
評価します（SBTN のガイドに基づいて）。また、
COP15 に参加し、#MakeItMandatory を支
持しました（30 ページ）。

リサイクル木材の割合が 15％に達し、2030
年までにイケア製品に使用する木材の 3 分の
1 以上をリサイクル木材にする目標に近づいて
います（28 ページ）。

イケアのサプライヤーが木材を調達する場所
と方法に関する透明性を高めるデジタルマッ
プを導入しました。このマップは 2023 年 1 月
にスタートしました（29 ページ）。

森林やコットン（綿）、淡水、気候のプロジェ
クトにおける WWF とのパートナーシップ
20 周年を祝いました（29 ページ）。

1	イケアの最大のフランチャイジー、Ingka グループのデータに基づいています。
2	IKEA Poland は、イケアの最大のフランチャイジーの Ingka グループが運営しています。
3	食品廃棄物のデジタルソリューションを使用したすべてのスウェーデンレストランの 2022 年末までの数値が計算されています。2022 年末までに、全イケア店舗の 91％にこのソリューションが設置されました。
4 	自宅への配送サービスの範囲には、Inter IKEA Group、およびフランチャイジーの Ingka グループのイケアリテール事業が含まれます。
5	IWAY とは、製品やサービス、原材料、部品を責任を持って調達するイケアの方法です。イケアのすべてのサプライヤーとサービスプロバイダーのために、環境や社会への配慮、労働条件、動物福祉に関する要件を定めています（詳細はこちらをご覧ください）。

FY22 のサステナビリティのハイライト

イケアのクライメートフットプリントを削減し
ました。FY16 のベースラインと比べて絶対値
で 340 万トン（CO2 換算）、12％の減少でした。
生産量当たりのクライメートフットプリントで
は、20％の相対的な削減に相当します。

（21 ページ）。

バリューチェーン全体を対象に、史上初の企業
の屋外大気汚染を公表し、次のステップであ
る目標設定を可能にしました（23 ページ）。

再生可能電力使用率が大幅に増加し、FY21 と
比較してリテール事業で 71％から 76％、生産
事業で 52％から 64％になりました（23 ページ）。

EV100+ を通して、大型トラック輸送において
も 2040 年までにゼロエミッションを約束しま
した。すべての製品輸送と配送サービスを遅く
とも 2040 年までに排出ガスを出さない車両に
切り替えます（23 ページ）。4

数年のテスト期間を経て、お客さまがより簡単
にイケア製品の寿命を延ばせるようにする
サーキュラーサービスを世界で提供できるよう
に開発中です（17 ページ）。

修理や修繕によってソファの製品寿命を延ば
します。そ の サ ー ビ ス の 試 験 運 用 が IKEA 
Poland で続けられています（18 ページ）。2 

イケアのベストセラー商品、BILLY/ ビリー 
本棚の循環性を改善しました（16 ページ）。

リサイクルポリオールのフォームへの使用を増
やし、業界の変化を促してリサイクルまたは再
生可能フォームを使用したマットレスに向けた
取組みを進めます（17 ページ）。

スウェーデンレストランのお客さまに提供する
までに発生する食品廃棄物の削減目標を達成
し、ベースラインの FY17 と比べて 2022 年末
までに 50％削減しました（17 ページ）。3

はじめに  |  ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる  |  ステークホルダーエンゲージメント  |  サステナビリティガバナンス  |  持続可能な開発目標（SDGs）の指標 

健康的でサステナブルな暮らし
資源の再生、生態系の保護、 
生物多様性の改善に寄与する 公平性と平等性サーキュラービジネスへの転換を図る クライメートポジティブを実現する

公平性と平等性のフォーカスエリアを見直し
て、不平等に取り組み、人権尊重を事業運営
の基礎とし、レジリエントな社会に貢献する
コミットメントを強化しました。これには、公
正な移行を確実に実現することも含まれます 

（41 ページ）。

イケアのバリューチェーンのデジタルプラット
フォームに関わる従業員向けの新しい IWAY
要件 5 を導入し、働きがいのある仕事をサポー
ト します（49 ページ）。

ウクライナでの戦争により影響を受けた人々
へ緊急援助と長期的な人道支援を提供してい
ます（42 ページ）。

ソーシャルビジネスサプライヤーとの提携でつ
くられた初めてのグローバルなコレクション、
VÅRDANDE/ ヴォールダンデを発売し、社会
から取り残された弱い立場の人々やコミュニ
ティにより多くの機会を創出しています 

（45 ページ）。

子どもの安全確保のためのイケアのトレーニン
グを開発し、FY23 に導入します（43 ページ）。

https://about.ikea.com/en/sustainability/building-a-better-business-with-iway
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イケアのサステナビリティ戦略である、
ピープル・アンド・プラネット・ポジティ
ブの目的は、イケアの意思決定および目
標設定において、インスピレーションを
与え、行動を促し、指針を示すことです。
私たちが暮らす世界、そしてイケアのエ
コシステム全体にポジティブで重要な変
化を起こすことを目指します。

この戦略は、最重要課題をベースに決められてい
ます（左図を参照）。それらは、イケアのビジネス
が影響を与えられるもっとも重要なサステナビリ
ティ課題と考えられます。戦略を策定にするにあ
たっては、利害関係者がイケアに期待しているこ
と、そしてイケアがポジティブな変化を遂げてい
ることを示しやすい分野についても調査しました。
その結果、特定された重要性の高いトピックを、
気候 変 動、持 続不可能な消費、不 平等という 
3 つの課題に分類しました。

FY22 に、この戦略の公平性と平等性のフォーカ
スエリアの改訂に関して重要性評価を行いました。
それによって、強化された新しいコミットメントに
つながりました。（41 ページ）。

イケアのピープル・アンド・プラネット・ポジティ
ブ戦略は、イケアのフランチャイズシステムとバ
リューチェーンに属する人々に共通のサステナビ
リティアジェンダと目標を設定しています。イケア
ブランドのもとで事業活動を行う各企業は、共通
の目標とコミットメントに貢献する独自の戦略的

ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる
重要性の高いトピック 主な課題 イケアのフォーカスエリアとコミットメント

人権

働きがいのある仕事

社会的影響

健康とウェルビーイング 

家および職場での 
暮らしからの影響 

リソースの効率化

クライメート 
フットプリント

原材料の使用

調達からの影響

生産からの影響

物流からの影響

運営からの影響

持続不可能な消費 健康的でサステナブルな暮らし

•	 人々がより健康的でサステナブルな 暮らし
をするよう促し、実現する

•	 サーキュラー（循環型）でサステナブルな
消費を促進する

•	 より快適な毎日を生み出すための社会の
ムーブメントをつくる

気候変動 サーキュラー＆クライメートポジティブ

•	 サーキュラービジネスへの転換を図る

•	 クライメートポジティブを実現する

•	 資源の再生、生態系の保護、生物多様性の改善
に寄与する

不平等 公平性と平等性

•	 責任ある企業としてレジリエントな社会に貢献
する 

•	 イケアのバリューチェーン全体で、適切で有意
義な仕事の提供とサポートを行う

•	 公平かつ多様で、インクルーシブなビジネスを
目指す

目標を設定します。イケアのサステナビリティに
関する目標とコミットメントは、国連の持続可能
な開発目標（SDGs）に沿って、2030 年までに達
成することを目指して設定されています。

私たちはすべての答えを持っているわけではなく、
目標を単独で達成できるわけでもありません。イ
ケアは、人々、社会、環境にポジティブな影響を
もたらしたいと考えています。私たちは、利害関
係者の期待と規制に沿って、環境の保護や再生
を行いながら、経済成長とポジティブな社会的
影響の両方を確実に実現していくために取り組ん
でいます。  

ピープル・ 
アンド・ 

プラネット・
ポジティブ

イケアのサステナビリティ戦略 発行：2018年6月。更新：2022年10月

はじめに  |  ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる  |  ステークホルダーエンゲージメント  |  サステナビリティガバナンス  |  持続可能な開発目標（SDGs）の指標 

https://gbl-sc9u2-prd-cdn.azureedge.net/-/media/aboutikea/newsroom/documents/ikea-sustainability-strategy-sept-2022.pdf?rev=8df71cde87cb4936939d8e4be8af3e50&sc_lang=en&hash=4133E9DAD6EF9B7A77CD3ED0AF79B34D
https://gbl-sc9u2-prd-cdn.azureedge.net/-/media/aboutikea/newsroom/documents/ikea-sustainability-strategy-sept-2022.pdf?rev=8df71cde87cb4936939d8e4be8af3e50&sc_lang=en&hash=4133E9DAD6EF9B7A77CD3ED0AF79B34D
https://sdgs.un.org/goals
https://sdgs.un.org/goals
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FY22 の世界のトレンドと課題
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1	「排出ギャップ報告書 2022」、国連環境計画（UNEP）、2022
2	「AR6 統合報告書」2023 年版、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）
3	「Healthy & Sustainable Living Global Consumer Insights（健康的でサステ

ナブルな暮らしに関する世界の消費者の意識）」2022 年版、GlobeScan およ
びイケア

4	「生物多様性と生態系サービスに関する地球規模評価報告書」2019 年版、生物
多様性および生態系サービスに関する政府間科学政策プラットフォーム（IPBES）

イケアのサステナビリティ戦略は、イケア全体の戦
略的展望との整合性を図り、外部で起きているさま
ざまな事態にも対応できるよう、毎年見直しを行い
ます。その際、持続不可能な消費、気候変動、不
平等という 3 つの課題についても、現実に起きてい
る変化を分析します。

絶え間なく変わる世界の現実に関して最新の状況を
常に把握するため、私たちは利害関係者、重要な
科学的レポート、諮問委員会、サステナビリティ評
議会、パートナーシップ、そしてイケアのチームから、
継続的に意見を受け取っています。そうすることで、
重要課題の傾向を特定して対応策を練ることができ
ます。また、計画を修正したり、可能な限り目標の
水準を上げたりすることもできます。

格差が広がり、社会的弱者への影響が深刻化
している

新型コロナウイルスの流行による影響の継続、
ウクライナでの戦争、世界のさまざまな地域で
の紛争、そして加速する気候変動の影響すべ
てが世界的な不安感やインフレを増大させてい
ます。こうした影響は、社会的に弱い立場に置
かれた人々に最も深刻な打撃を与え、格差の
拡大につながります。

FY22 にイケアのビジネスは、イケアのバリュー
チェーン全体において子どもの権利を含む人権
尊重のコミットメントを強化しました。私たち

は引き続き、立場の弱いグループの支援、不平
等の改善、潜在的な悪影響に対処するための人
権デューデリジェンスアプローチの開発に取り
組み、ポジティブな社会的影響を実現するため
に努力します（42 ページ）。

!

地球温暖化を 1.5℃以下に抑えるため、緊急の
対応が必要

2022 年にエジプトで開催された国連気候変動
会議（COP27）で繰り返し述べられたように、
国際社会がパリ協定の目標を達成するのはかな
り難しくなってきています。1 世界の平均気温は
2030 年代に 1.5° C 以上上昇することが避けら
れない状況です。2 

地球温暖化を 1.5° C 以下に抑えるため、2030
年までに絶対排出量を半減させるという思い
切った排出削減は、気候変動の影響を軽減する
ベストな機会です。イケアビジネスは、引き続き
パリ協定の目標に取り組み、事実と科学的根拠
に基づく目標に沿って率先して貢献していきます

（20 ページ）。2022 年にグローバルで行われた
調査 3 でも、気候変動が個人に「大きく」影響を
与えたという消費者の報告の割合が増えているこ
とが示されました。世界的なブランドであるイケ
アは、こうした問題とその解決策両方の当事者
です。

!

経済的課題が増加

世界中の人々が、インフレによる物価上昇に
直面しています。イケアのビジネスもインフレ
と闘っていますが、FY21 とは異なり、もはや
継続的なコスト増を吸収することができなく
なりました。そのため、お客さまに提供する
商品の価格を上げなければいけませんでした。
グローバルな原材料と商品の価格だけでな
く、製品の調達と供給に関するその他のコス
トも世界中で上昇しているため、低価格を維
持するのは依然として大きな課題ですが、手
ごろな価格というイケアの野心的目標を果た
すためにできるだけ努力を続けています。

!

強化される法規制

世界中で、サステナビリティ関連の法規制が本
格化しています。イケアのビジネスを含め、企
業は今、増加する規制の数と将来の要件の複雑
さに直面しています。私たちは、一貫性をもち、
比較可能で透明性のある非財務情報を持つこ
との重要性を認識しており、こうした規制の展
開 を 歓 迎 し ま す。Corporate Sustainability 
Reporting Directive（企業サステナビリティ報
告指令、CSRD）の報告要件の準備をすでに始
め、FY23 に引き続き作業を行います。

!

生物多様性の損失を食い止めるため、緊急の
対応が必要

世界では今、人類の歴史上、類を見ないスピー
ドで生物多様性が失われています⁴。その原
因は土地利用の変化や汚染、気候変動など主
に人間の活動にあります。

イケアは、カナダのモントリオールで開催され
た COP15 で採択した生物多様性のためのグ
ローバルな目標を歓迎します。これは、10 年
以内に生物多様性の損失を取り戻す活動をよ
り促進させるための重要な要素です。気候変
動を抑えるためのパリ協定と同様に、昆明・
モントリオール生物多様性枠組には、社会の
すべての当事者に力をあたえ、活動への参加
を促す力があります。

イケアは、#MakeItMandatory イニシアチブ
に署名をすることで、行動を加速し、グロー
バルビジネスの平等な競争条件を推進するこ
とを支持し、最終合意に至りました。

!

https://www.unep.org/resources/emissions-gap-report-2022
https://www.ipcc.ch/report/sixth-assessment-report-cycle/
https://finance.ec.europa.eu/capital-markets-union-and-financial-markets/company-reporting-and-auditing/company-reporting/corporate-sustainability-reporting_en
https://finance.ec.europa.eu/capital-markets-union-and-financial-markets/company-reporting-and-auditing/company-reporting/corporate-sustainability-reporting_en
https://finance.ec.europa.eu/capital-markets-union-and-financial-markets/company-reporting-and-auditing/company-reporting/corporate-sustainability-reporting_en
https://www.businessfornature.org/news/business-call-for-mandatory-nature-assessment-and-disclosure-at-cop15


8 - イケアのサステナビリティレポート FY22

健康的でサステナブルな暮らし

2030 年に向けたイケアの目標は、
10 億人以上の人々が地球の限りあ
る資源の範囲内でより快適な暮ら
しを実現するためのヒントを提供
し、力となることです。
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FY22 の進捗の概要コミットメントと目標

この 1 年間に、イケアの店舗やウェブ
サイトを通じてイケアのリテール事業
にアクセスしたお客さまは 51 億人を超
えました。イケアのホームファニッシン
グ商品を通して、またイケアのホーム
ファニッシング知識を共有することで、
ポジティブな違いを生み出す大きな機
会と責任がイケアにはあることを認識
しています。

 
健康的でサステナブルな暮らしを促し、実現す
る私たちの取組みは、イケアの商品やサービス
が人々の健康や家庭での環境負荷削減に直接
影響を与えられる 5 つの分野にフォーカスして
います。それはエネルギー、空気、水、食品、
ゴミです。FY22 は、この 5 つのフォーカスエリ
アのほぼすべてにおいて、商品やサービスの提
供を拡大しました。
 
FY22 に、多くの市場のイケア店舗が Sustainable 
Living Shop をオープンしました。お客さまが
家での毎日の暮らしの中でクライメートフット
プリントを削減できるような商品、ソリューショ
ン、サービス、ヒントに焦点を当てたスペース
です。

イケアが提供するサーキュラー（循環型）サー
ビスは、よりサステナブルな家での暮らしにとっ
ても重要な貢献要因となります。お客さま向け
のサーキュラーサービスに関する FY22 の進捗
は、17 ページをご覧ください。

大規模な食品提供者でもある私たちは、より
健康的でサステナブルな食品の選択を促し、
選択肢を提供する責任があります。この 1 年は、
新製品の導入とイケアのコミュニケーション方
法の強化によって、引き続きプラントベース食
品の改善と拡充に取り組みました（13 ページ）。
その結果、FY22 はスウェーデンレストランお
よびスウェーデンフードマーケットでのプラン
トベース食品の売上高の割合が増加しました。
さらに、FY22 のイケアの食品廃棄物削減目標
も達成しました（17 ページ）。

人々のより健康的でサステナブルな暮らしを促進し、実現する 

イケアは、環境への負荷を減らすヒントや健康的に暮らすきっかけを与
え、その実現を後押しする製品やサービス、ホームファニッシングソリュー
ションを開発・奨励しています。健康的でサステナブルな暮らしに対する
意識を高め、それを実践するための知識を共有していきます。イケアが
特に力を注いでいるのは、エネルギー、空気、水、ゴミ、食品の問題です。

サーキュラー（循環型）でサステナブルな消費を促進する

イケアは、製品やサービスをデザインする際、スタート段階からサーキュラ
リティ（循環性）を念頭に置き、環境への影響を減らし、再生可能な素材
やリサイクル素材を使うよう努めます。また、食品廃棄物の防止・削減、
プラントベースで栄養価の高い食品の摂取の推進、循環型の仕組みを利用
した商品の取得、手入れ、譲渡など、より健康的でサステナブルな行動を
推奨していきます。

より快適な毎日を生み出すための社会のムーブメントをつくる 

イケアは、よりサステナブルな行動を社会に働きかけ、健康的でサステナ
ブルな暮らしが当たり前のものとして定着するよう取り組んでいきます。マー
ケティング活動やコミュニケーションを通じて需要を創出する試みもその
1 つです。健康的でサステナブルな社会を支援する政策や規制を提唱し、
多くの人々の利益のためにイケアの影響力を活用するよう努力します。

はじめに  |  ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる  |  ステークホルダーエンゲージメント  |  サステナビリティガバナンス  |  持続可能な開発目標（SDGs）の指標 
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FY22 の主な活動

エネルギー 

家でエネルギーを効率的に使用できるよう、引き続き取り組んでいきます。

家庭用ヒートポンプサービスの導入 

FY22 に、ヒートポンプサービスをスウェーデン
で開始しました。2 このサービスによって、お客
さまは高品質のヒートポンプをお手ごろ価格で
購入できます。それ以前にお客さまが使用して
いた暖房または冷房ソリューションと比べて、
家でのエネルギー消費量の削減とコストの節約
にも役立ちます。

太陽光パネルサービスを拡大

FY22 に、イケア 2 は太陽光技術とエネルギー
サービスでトップのサービスプロバイダーとパー
トナーを組み、アメリカのカリフォルニアでお客
さま向け太陽光パネル商品を拡大しました。こ
れは、2022 年 9 月に販売を開始しました。徐々
にアメリカのほかの地域に広げていく計画です。
家庭用太陽光サービスには、太陽光パネルと、
蓄電池システム（設置可能な場合）が含まれます。
屋根をミニ発電所に変えることで、お客さまは
家で使う電力を生み出せるうえ、状況が許せば、
電力会社に売ることもできます。

1	SOLHETTA/ ソールヘッタ LED 電球が発売される前の、イケアの LED 電球の売上の 80％を占めていた LEDARE/ レーダレおよび RYET/ リーエトとの比較。
2	フランチャイジーの Ingka グループを通じて。

エネルギー効率に優れたイケアの電球を拡充

SOLHETTA/ ソールヘッタ LED 電球シリーズで利用で
きる機能とスタイルを増やしました。FY22 に発売さ
れた SOLHETTA/ ソールヘッタ LED 電球は、初期の
イケアの LED 電球に比べて、平均してエネルギー効
率が高く、価格もお手ごろです。1 このシリーズのサイ
ズ や 形、 機 能 を 充 実 さ せることで、 お 客 さま が
SOLHETTA/ ソールヘッタ LED 電球をより多くの用途
や家の中のエリアで使えるようになり、それが家のエ
ネルギー消費量の削減につながります。

FY22 に、私たちは 6,180 万個の LED 電球を販売しま
した。売 上の最 大シェア（ 売 上 数 ）を占めたのが
SOLHETTA/ ソールヘッタでした。SOLHETTA/ ソール
ヘッタは、初期のイケアの LED 電球よりもエネルギー
効率に優れているため、イケアの照明のエネルギー効
率が平均で 19％（lm/W、ルーメンパーワット）向上し
たのに一役買い、家での電力消費の削減に貢献してい
ます。今後も引き続き、イケアの LED 商品のエネルギー
効率をより改善させる方法を探っていきます。

はじめに  |  ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる  |  ステークホルダーエンゲージメント  |  サステナビリティガバナンス  |  持続可能な開発目標（SDGs）の指標 
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空気 

部屋の空気を清浄できる、高機能でお手ごろな
ソリューションの開発は、イケアのビジネスがポ
ジティブな変化をつくり出し、よりきれいな室内
の空気に貢献できる方法のひとつです。

空気をきれいにするための取組みについては、
こちらをご覧ください。

STARKVIND/ スタルクヴィンド テーブル 空気清浄機付きは、
FY22 に発売されました。

1	PM2.5 は、2.5 マイクロメートル以下の、人が吸入するおそれのある小さな微粒子です。

ゴミ 

家で発生するゴミの管理や減量化ができるようにし
たり、そうした取組みのきっかけを与えたりする商品
やサービス、ホームファニッシングソリューションを
開発および推進する活動を続けています。

サーキュラーエコノミーを人々が取り入れられるよう
にしたり、そのヒントを与えたりするイケアの取組み
について詳しくは、17 ページをご覧ください。

家庭用空気清浄機をさらにお手ごろ価格に

FY22 に、低価格のソリューションのUPPÅTVIND/ 
ウッポートヴィンドを導入することで、家庭
用空気清浄機をより手の届きやすいものに
しました。イケアのすべての空気清浄機と同
様に、UPPÅTVIND/ ウッポートヴィンドは、
PM2.5、ホコリ、花粉など空気中の微粒子
を約 99.5％取り除きます。1 この商品は世界
中で販売されます。

はじめに  |  ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる  |  ステークホルダーエンゲージメント  |  サステナビリティガバナンス  |  持続可能な開発目標（SDGs）の指標 

健康的でサステナブルな暮らし  -  サーキュラービジネスへの転換を図る  -  クライメートポジティブを実現する  -  資源の再生  -  公平性と平等性  -  IWAY

https://about.ikea.com/en/newsroom/2019/06/04/clean-air-at-home-a-stepbystep-guide-to-breathing-cleaner-air-at-home
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水

イケアは、水を効率よく使用できる商品を開発
し、その効率性を改善し続けることで、お客
さまが水の使用量を減らせるようにサポートし
ています。イケアが販売する水栓とシャワーを
使って消費される水が、イケアの総ウォーター
フットプリントの 15％を占めます。

家で水を節約する方法について詳しくは、こち
らをご覧ください。イケアのサプライチェーン
の節水対策については、38 ページをご覧くだ
さい。

1  流量が 5.7L/min の標準的な洗面台用混合栓との比較。
2 節水機能が内蔵されていない水栓やシャワーとの比較。

シャワーの水を再利用するソリューションへの
投資 

2022年 8月に、Inter IKEA Group は、Flow Loop 
に少数株主持分投資を行いました。このデンマー
クの企業は、2020 年以来イケアビジネスと連携
して、水を再利用するシャワーソリューションを
開発してきました。この投資は、製品の共同開
発を加速させるのに役立つと思われます。このソ
リューションは、シャワーの水を浄化して再利用
し循環させることができます。平均的なシャワー
と比較して最大 80％の水を節約し、70％のエネ
ルギーを削減することを目指しています。

詳細はこちらをご覧ください。

さらに効率が向上した新しい節水 
ソリューション

FY22 に、すべてのイケアの市場でÅBACKEN/ 
オーベッケン ミストノズルを発売しました。
ミストモードで使 用すると、ÅBACKEN/
オーベッケンは水の使用量を最大で 95％、
スプレーモードでは最大 66％節約できま
す。1 これにより、水を熱するエネルギーも
節約できることになります。

ÅBÄCKEN/ オーベッケン ミストノズルは
すべてのイケアの水栓およびほとんどの
市販の水栓（取り外し可能な泡沫キャッ
プ付き）に取り付けられます。このソリュー
ションは、水の使用量をすでに最大 40％
減らせる節水機能が内蔵された既存のイ
ケアの水栓とシャワーの節水能力をさら
にアップさせるものです。2

詳細はこちらをご覧ください。
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50L Home Coalition の創設メンバー

イケアは、50L Home Coalition の創設メン
バーです。これは、家での水とエネルギーの
使用におけるイノベーションを開発し、拡大
することに焦点を置くグローバルな行動志向
のイニシアチブです。野心的な目標は、1 人
当たり 1 日 50 リットル以下の水の使用を新
しい現実にすることです。

詳細はこちらをご覧ください。

https://about.ikea.com/en/sustainability/healthy-and-sustainable-living/saving-water-at-home
https://about.ikea.com/en/sustainability/healthy-and-sustainable-living/saving-water-at-home
https://about.ikea.com/en/newsroom/2022/08/05/inter-ikea-group-makes-minority-investment-in-flow-loop
https://about.ikea.com/en/behind-scenes/innovation-technology/2022/08/23/ikea-abacken-an-innovative-nozzle-to-help-save-water-at-home
https://about.ikea.com/en/newsroom/2021/08/23/ikea-joins-50l-home-coalition
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よりサステナブルな食品

昨年は、約 5 億 2 千万人のお客さまにイケア店舗で
イケアの食品をお楽しみいただきました。FY22 も
引き続き、私たちはプラントベース食品を拡充する
取組みを進めました。また、イケアの食品全体をよ
り健康なものにする努力も続けました。

プラントベース食品のクライメートフットプリントは、
動物性食品と比べて低いことが多く、また、栄養価
の高いプラントベースの食事は健康的な選択肢でも
あります。

イケアのサプライチェーンの食品については、33 ペー
ジをご覧ください。

食品の目標の評価と見直し 

FY22 には、FY21 に掲げた食品目標の再評価
を始めました。見直しの主な理由は、食品全
体のかなりの部分を占める地産食品を含め、
すべての市場における食品の完全な透明性が
必要だったためです。デジタルレポートを更新
することで、食品のより完全な概要が得られ、
サステナビリティ目標を総体的により適切に設
定し、評価するのに役 立ちます。引き続き、
2025 年までにスウェーデンレストランで提供
するメイン料理の 50％をプラントベースにする
という目標に向けて取り組んでいきます。

プラントベース食品の売上の増加と選択肢の拡充

お客さまがプラントベース食品を選択する好ましい
傾向が続いています。スウェーデンレストランのプラ
ントボールとベジボールの売上は、HUVUDROLL/
フヴドロル シリーズの売上に占める割合において
FY21 の 14％から 17％に、スウェーデンフードマー
ケットにおいて FY21 の 24％から 26％に増加しま
した。

FY22 には、LÄTTLAGAT/ レットラーガット ワンプ
レート冷凍食品のベジボールバージョンなどの新し
いプラントベース商品を導入しました。また、プラン
トベースのチョコレートソフトアイスも発売しました。
私たちは、イケアの食品から乳製品を取り除いたり
置き換えたりする方法や対象となる食品を模索し続
け（味に妥協することなく）、食品原材料の気候への
影響をさらに削減していきます。

1	 IKEA Germany は、フランチャイジーの Ingka グループが運営しています。
2	このシステムでは最高品質の「グリーン」、続いて「イエロー」「レッド」という 3 段階で分類されます。「より健康的」とは、「レッド」よりも優れている商品、

つまり「グリーン」か「イエロー」に分類されている商品を意味します。

プラントベース食品の新しいコミュニケーション
方法を試す

FY22 に、イケアはプラントベース食品の新しい
コミュニケーション方法を IKEA Germany が
運営する 3 店舗で試しました。1 これはプラント
ベース食品をより魅力的なものにする方法に関
する、世界資源研究所（WRI）の科学的洞察に
基づいた方法です。テスト期間中にプラントベー
ス食品の販 売数の速やかな上昇は見られな
かったものの、コミュニケーションを評価する
調査ではポジティブな反応があり、イケアのプ
ラントベース商品に関する顧客認知に大きな改
善が見られました。そのため、このコミュニケー
ション方法は、より多くの市場で展開されます。

ポジティブな兆候は、ベジドッグの販売数が
FY19（ 新 型 コ ロ ナ ウ イルス 前 ） に 比 べ て、
FY22 にほぼ倍増していることです。この増加の
大部分は、イケアのドイツ市場における大幅な
価格低下によるものと考えられます。ただし、
前年度には店舗の閉鎖があったため、比較や
最終的な結論を導き出したりするのは難しい状
況です。 

栄養プロファイリングシステムを使用して、 
より健康的な食品を提供

FY22 も、IKEA Food の栄養プロファイリング
システム（IFNPS）によってイケアの食品全体を
再評価する取組みを続けました。このシステム
では、食品やドリンクの栄養成分が類似商品カ
テゴリーに属する同等の食品と比較して優れて
いる場合、より健康的と分類します。2 このよう
にイケアのすべての食品を評価することで、イ
ケアの食品をより健康的にする取組みを適切で
明確な方法で確実に進められます。

FY22 では、パートナーと協力して、イケアの食
品をより健康的な食事にシフトさせ、より多く
のお客さまにヘルシーな選択肢を選んでいただ
けるようなコミュニケーション方法の開発に取
り組みました。

食品のイノベーションを加速

FY22 に、イケアの食品に使えるより健康的で
サステナブルな食材を見つけて取り入れるこ
とを目的とした、IKEA Food の技術革新を促
進するプログラムを開始しました。116 社の
企業の審査を経て、現在このプログラムに参
加する 2 社のイノベーションをイケアの製品
デザインの工程に取り入れるために一緒に取
り組んでいます。

LÄTTLAGAT/ レットラーガットは、便利で栄養たっぷりでおい
しいワンプレート冷凍食品です。プラントボール、ミートボール、
そして今はベジボールも含め、いろいろな種類がそろっています。
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サーキュラービジネスへの転換を図る

イケアの目標は、2030 年までにサー
キュラービジネスを実現することです。
現在、すべての製品をサーキュラー製
品としてデザインする取組みを進めて
います。再生可能素材やリサイクル素
材のみを使用すること、そして製品や
素材の寿命を延ばすための新しいソ
リューションを提供することが、私た
ちの目標です。

はじめに  |  ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる  |  ステークホルダーエンゲージメント  |  サステナビリティガバナンス  |  持続可能な開発目標（SDGs）の指標 

健康的でサステナブルな暮らし  -  サーキュラービジネスへの転換を図る  -  クライメートポジティブを実現する  -  資源の再生  -  公平性と平等性  -  IWAY



15 - イケアのサステナビリティレポート FY22

FY22 の進捗の概要コミットメントと目標

この1年は、2030年までに確実にすべ
てのイケア製品を循環型にするための
サーキュラー製品開発ロードマップを
引き続き活用しました。

FY22 に、ソフトトイシリーズ（37 ページ）、
RÖNNINGE/ ロッニンゲ 伸長式テーブル（16
ページ）、イケアのベストセラー商品の BILLY/
ビリー 本棚（16 ページ）など、いくつかの製
品の循環性を改善しました。イケア製品の循
環性を評価する精度を向上させるため、関連
のあるコミットメントを追跡するための主要業
績評価指標   （KPI）を見直しています。この作
業が進行中のため、イケア製品全体における
サーキュラー製品が占める割合の前年比の数
値はありません。
 
お客さま向けのいろいろなサーキュラーサー
ビスのテストと運用をさまざまなイケア市場で
行い（買取りプログラム、中古品の再販、ス
ペアパーツの提供）、イケア・コア・サーキュ
ラー・カスタマー・オファーにとって重要な開
発エリアを明確にしました。これらに含まれ
るのは、家具のスペアパーツ、サーキュラーサー
ビス、オンライン / 実店舗の中古品のタッチ
ポイントなどです。この取り組みがお客さまの
ニーズに確実に応えられるよう、詳細に関して
作業を進めています。

お客さまが循環型の仕組みを利用して製品を
取得、手入れ、譲渡できるようにするイケア
のコミットメントは、私たちが新しいサーキュ
ラーエコノミーの法律を遵守する上でも役立
ちます。進行中のお客さま向けサービスのテス
ト運用として、FY22 もポーランドでソファの
修理や修復を引き続き行いました。FY22 に、
店舗内で修理サービスを提供するテストは、
お客さまに対して家具スペアパーツを幅広くそ
ろえておくことの重要性を示しました。また、
サーキュラー製品やサービスがお客さまにとっ
ての利便性と、ビジネスにとっての収益性の
両方を同時に実現できることも明らかになり
ました。

FY22 は、リサイクル素材と再生可能素材のみ
を使用するというイケアの目標に向けた取組
みも継続しました（36 ページ）。リサイクル
フォームでマットレスをつくるイケアのイニシ
アチブ（17 ページ）は、いくつかの進行中の
革新的なプログラムの 1 つです。FY21 は、イ
ケアが調達した原材料のうち 56％が再生可能
素材で、17％がリサイクル素材であることを
報告しました。現在は報告の精度を上げるデー
タ収集ツールの実装に取り組んでいるため、
FY22 の数値を更 新することができません。
FY23 の数値はお知らせする予定です。

最後に、私たちは引き続き、エレン・マッカー
サー財団（EMF）、欧州委員会（18 ページ）、
欧州家具産業連盟（EFIC）（18 ページ）など
の政策決定機関やその他のパートナーと関わ
りながらサーキュラーエコノミーを提唱してい
きます。

•	 イケアの製品はすべて、再利用、修復、再製造、そして最終手段の
リサイクル（すべての可能性を検討し尽くした後に取る手段です）さ
れることを最初から念頭においてデザインします。製品の開発工程
にはサーキュラープロダクトデザインの原則を適用します。

•	 原材料の新しい供給源の調整や開拓、新素材の開発を通じて、再生
可能素材やリサイクル素材のみを使用することを目指します。

•	 新規のお客さまも既存のお客さまも製品を取得、手入れ、譲渡でき
るサーキュラーソリューションを開発します。

•	 提唱活動、コラボレーション、事業提携を主導し、他者と力を合わ
せて取り組みます。
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https://ellenmacarthurfoundation.org/
https://ellenmacarthurfoundation.org/
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サーキュラー製品のデザイン

私たちにとって製品は未来へのマテリアルバンク
です。利用できなくなった商品はリサイクルされ、
新商品をつくるための二次原材料になります。そ
のため私たちは、製品の寿命を可能な限り延ば
し、寿命を過ぎても素材の価値を維持できるよ
うに努力しています。

FY22 の主な活動

BILLY/ ビリー 本棚の循環性を改善 

FY22 に、イケアのベストセラー商品の 1 つ、
BILLY/ ビリー 本棚の循環性を向上させるた
めにデザインを見直しました。プラスチック
の使用を減らし、突き板からペーパーフォイ
ルに切り替えました。新しい BILLY/ ビリー 
本棚に使われる原材料のほとんどは、再生
可能な供給源から得たものです。さらに、新
しいデザインでは釘の代わりにパチンとはめ
る固定具で背板を留められるので、分解・組
立て直しが可能になり、修理も簡単になりま
した。つまり、お客さまの生活やニーズの変
化に合わせて、手軽に BILLY/ ビリーを新居
に持ち運べます。

詳細はこちらをご覧ください。

2030 年までにイケア製品すべてに循環性を備え
る取組みを継続

この 1 年を通して、イケア製品に循環性を備える
ための開発および改善に取り組んできました。改
善例の 1 つが、RÖNNINGE/ ロッニンゲ 伸長式
テーブルです。中空の木製脚を導入することで、
オリジナルの機能性、耐久性、スタイル、品質に
妥協することなく、使用する材料を削減しました。
これは、木材をよりスマートな方法で使用するイ
ケアの野心的目標の一部でもあります（28 ペー
ジ）。また、GRÖNSTA/ グローンスタ チェアの開
発では、このタイプのチェアの標準的な循環性を
改善しました。通常、このタイプのチェアには安
定性を強化するためのガラス繊維が含まれていま
す。しかし、ガラス繊維はリサイクル不可能なため、
ガラス繊維なしで GRÖNSTA/ グローンスタ チェ
アを開発し、代わりにシートの形で安定性を実現
しました。リサイクルの可能性が考えられただけ
でなく、このシートシェルはポストインダストリア
ル（生産工程で発生する）廃棄物でつくられてい
ます。GRÖNSTA/ グローンスタ チェアは FY23 に
発売されます。

1978 年の発売以来、1 億 2 千万個以上の BILLY/ ビリー 本棚が販売さ
れました。今もなお、BILLY/ ビリー 本棚はイケアのベストセラー商品の
1つです。
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https://about.ikea.com/en/newsroom/2022/05/24/ikea-relaunches-its-icon-billy-with-new-timeless-colours-and-sustainability-improvements
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人々がサーキュラーエコノミーに参加するための
力となり、インスピレーションを提供する

製品を長く使うためのソリューションは、多くの
お客さまの要望に応えるものであり、不満の解消
にもつながります。

イケア・コア・サーキュラー・カスタマー・ 
オファーの確立と開発

サーキュラービジネスへの転換に向けて前進す
るため、新しい方法でお客さまと関わり、サー
キュラリティ（循環性）を暮らしの一部にでき
るようにすることが不可欠です。長年にわたり、
私たちは数多くのお客さま向けサービスをさま
ざまな市場で行い、報告してきました。FY22 に、
こうした経験から得た洞察や知識を活用して、
正式にイケア・コア・サーキュラー・カスタマー・
オファーを導入する段階に進みました。お客さ
まが自分にとって便利な方法で、必要なときに、
家に近い場所で、製品を譲渡、修復、手入れ、
メンテナンス、アップグレードできるようにする
方法を開発中です。これにより、お客さまがお
手持ちの製品の寿命を延ばし、製品に使われ
ている材料の価値を維持するのに役立ちます。

イケアのサーキュラーサービスの主要な開発エリア
が明確になり、現在はそのなかでイニシアチブの作
成とテストを行っています。

主要な開発エリア：

•	 サーキュラーサービス（修理、引取り、買取り）

•	 中古品のオンラインタッチポイント

•	 中古品の実店舗タッチポイント

•	 お手入れ＆修理

•	 販売後の部品提供

リサイクルまたは再生可能フォームを使用した
マットレスに向けて前進

フォームマットレスは普通は最終的に埋め立て処
分になります。FY22 に、フォームからポリオー
ルをリサイクルすることによって廃棄マットレスか
ら新しいマットレスをつくるイニシアチブを主導し
ました。このイニシアチブは、埋め立て処分され
る廃棄物を減らしながら、リサイクル材料を中心
としたフォームを開発する業界の課題の推進に貢
献しています。このイニシアチブは進行中で、再
生可能フォームを開発してイケア製品に使用する
ためのこれまでの活 動をベースにしています。
2025 年までに、イケアのマットレスのための
フォームの生産において使われるポリオールの中
のリサイクル / 再生可能素材含有量を 20％以上
にすることを目指しています。詳細はこちらをご
覧ください。

新しい VALEVÅG/ ヴァレヴォーグ マットレスは、前身の
HÖVÅG/ ホーヴォーグよりもフォームの量は 50％少ないもの
の、心地よさは同じレベルを保っています。再生可能フォーム
13％、スチール製コイル、リサイクル素材 25％を含み、カバー
と中素材にはリサイクルポリエステルを使用しています。

イケアの食品廃棄物削減目標を達成 

2022 年末までに、スウェーデンレストラン 1

での調理から出る食品廃棄物をベースライン
の FY17 と比較して平均で 50％削減するとい
う目標を達成しました。これは、2022 年末ま
でに食品廃棄物のデジタルソリューションを
使用したすべてのスウェーデンレストランを対
象に算出されています。2022 年末までに、全
イケア店舗の 91％に食品廃棄物のソリュー
ションが設置されました（2021 年は 89%）。

1	具体的には、スウェーデンレストラン、スウェーデンビストロ、 
スウェーデンカフェ、コワーカー用レストランでの調理。
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https://about.ikea.com/en/newsroom/2022/05/26/ikea-takes-new-leap-towards-100-per-cent-circular-mattresses
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修理や修復でソファの寿命を延ばすポーランド
での取組み

ソファは毎日使うものなので、時間と共に擦り
切れたり、破れたりしやすくなります。FY22 に
は、IKEA Poland で引き続きソファの修理や
修復サービスのテスト運用を実施しました。1 私
たちは経験を積み重ね、リバースロジスティク
スや修復技術、修復されたソファの再販売に
関連する課題やコストを理解しました。このテ
スト運用では、修理 / 修復されたソファの販売、
修理サービス、お客さまが自分で交換できるス
ペアパーツの提供を通して、イケアのソファの
寿命を延ばしたいお客さまの十分な需要も確
認しました。

さらに、このビジネスモデルは役に立つものの、
依然として乗り越える課題があることもこのテ
ストによって明らかになりました。たとえば、
どの家具パーツがもっとも必要なのか、修復に
必要な熟練を要する労働の量と専門知識のレ
ベル、そして物流コストなどの情報を確保する
ことです。

お客さまが入手できるソファのスペアパーツを
増やし、またイケア店舗と第三者の場所で修
理テストをさらに行っています。

スペアパーツの提供が増加

お客さまは組立てパーツ（組立て説明書に表示
されているナット、ボルト、ネジなど）をオン
ラインツールで注文できます。FY22 には、お
客さまがイケア商品の寿命を延ばせるようにす
る組立てパーツを 2,150 万個以上提供しました

（FY22 は 1,800 万個）。2

私たちは、背もたれクッションやシートクッ
ションなどの家具スペアパーツを提供するソ
リューションを開発中です。これには、家具ス
ペアパーツをお客さまにとって手ごろな価格に
保ちながら、世界中で便利に注文できる方法を
提供するソリューションも含まれます。

1	 IKEA Poland は、フランチャイジーの Ingka グループが運営しています。
2	FY21 の数値には、組立てパーツと家具スペアパーツの両方が含まれています。

現在は、より正確で透明性のあるレポートにするために、この 2 種類のパー
ツを分けています。過去に報告された家具スペアパーツの割合は小さい数値

（約 1％）でしたが、お客さまにお届けする家具スペアパーツの量を増やそう
と努力しています。

3	IKEA Singapore は、フランチャイジーの Ikano グループが運営しています。

FY22 に、IKEA Singapore3 は、消費者のサーキュラーエコノ
ミーへの参加を促すため、中古品販売サイトの Carousell と
パートナーを組みました。現地の著名人がサーキュラリティに
関する話題をつくり出すのに一役買ったり、イケアの家具をその
プラットフォームで購入または販売したお客さまが恩恵を得たり
しています。

進行中の欧州グリーンディールの活動を支援

欧州グリーンディールはさまざまな法的 / 非法的提
案に取り組んでいます。私たちはサーキュラー＆ク 
ライメートポジティブなビジネスに転換している過
程で経験したことを引き続き積極的に政策決定者と
共有しています。FY22 では、事実と経験に基づい
た洞察を提供し、Circular Economy Action Plan（循
環型経済行動計画）を含む進行中の欧州グリーン
ディールの活動に積極的に貢献しました。私たちが
貢献した主なテーマは、デジタル製品パスポート、
サステナブルな製品のためのエコデザイン規則、修
理する権利などです。詳細はこちらをご覧ください。

家具の分野でのサーキュラリティ促進を継続

EFIC と EuroCommerce と共に、家具業界内のサ
ステナブルな事業を成長させる対策の実現、規則
の一致、定義の調整をサポートしました。

また、家具業界での循環性の開発に関するイケアの
洞察を共有することで、「2022 Circular Economy 
Stakeholder Conference」 と EFIC の「The 
Furniture Day 2022」に貢献しました。

先頭に立って行動を起こし、 
他者と協力して取り組む

知識をシェアし、力を合わせてサーキュラーエ
コノミーへの転換を進めるコミットメントは、提
唱活動を通して続きます。こうした分野でイケ
アのビジネスができることについて学び続けな
がら、政策決定機関やその他のパートナーとも
オープンに対話していきます。
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https://ec.europa.eu/info/strategy/priorities-2019-2024/european-green-deal_en
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クライメートポジティブを実現する

イケアは FY30 までに、ビジネスを成長
させながら、バリューチェーンが排出す
るよりも多くの温室効果ガスの排出量
を削減することで、クライメートポジティ
ブを実現しようと取り組んでいます。こ
れを、カーボンオフセットに頼らずに達
成することを目指します。これにより、
今 世 紀 末まで の 世 界 の 気 温 上 昇 を
1.5℃に抑えることに貢献します。
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コミットメントと目標
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イケアのクライメートフットプリントの
詳細を含め、気候変動に関するイケア
の取組みについて詳しくご覧ください。

イケアのクライメートレポート FY22 を
読む

クライメートポジティブを実現するに
は、バリューチェーン全体のクライメー
トフットプリントを「世界の平均気温上
昇を 1.5° Cに抑える」という目標に沿っ
て削減し 1、さらに社会全体の削減量を
増やすことに貢献する必要があります。

クライメートポジティブの実現を達成するため
に、私たちは優先度順に次のような戦略目標を
設定しています。

イケアの責任範囲を超えて 

温室効果ガスを排出量以上に削減するために、イ
ケアは、自身のクライメートフットプリントとして説
明責任を負う範囲だけでなく、お客さま、サプライ
ヤー、調達地域のクライメートフットプリントにまで
拡大し、社会全体の削減に貢献します。「炭素の除
去と貯留」のためのガイダンスが整い、バリュー
チェーンを超えた削減の枠組みが SBTi によって策
定されたら、戦略目標を設定します。目標がまだ設
定されていないとはいえ、ポジティブな貢献になる
と判断した対策を進めています。

私たちは、バリューチェーン内やお客さま、サプラ
イヤー、調達地域に関連するクライメートフットプ
リントの根本原因に対処する必要があると固く信じ
ているため、カーボンオフセットを使用せずにクラ
イメートポジティブを実現するという野心的目標を
達成します。そのようにしなければサステナブルな
ビジネスに転換することはできません。

現在、SBTi によるネットゼロ基準のビジネスへの影
響を評価しています。これは主に、「温室効果ガス
排出量を大幅に削減する」という戦略目標に影響を
与えます。排出量の削減は、地球温暖化を 1.5° C   
に留めるための最も重要な動きであるためです。

イケアのバリューチェーン全体の温室効果ガス絶対排出
量を大幅に削減する

FY30 までの全体的な目標は、イケアのビジネスを成長さ
せつつ、バリューチェーンからの温室効果ガスの絶対排
出量を、FY16 と比較して少なくとも15％削減することです。
さらに、バリューチェーンの特定の部分に対して適応され
るサブ目標を設定しています。こうしたサブ目標を積み重
ねることで、全体で 15％以上の削減を実現できます。

バリューチェーン内の林業、農業、製品を通じて、大気
中の炭素を除去し、貯留する

原材料、食品、燃料として使用される木や農作物は、成
長過程で炭素を吸収し、それを体内と土壌に蓄えます。こ
うして大気中の CO2 を除去できるため、土地を責任を持っ
て管理すれば、気候への影響を軽減できる可能性があり
ます。カーボンオフセットとは対照的に、こうしたことを
サプライチェーン内で行うことで、責任を持って製品の原
材料を調達しています。2023 年春に策定予定の、GHG（温
室 効 果 ガ ス ） プ ロ ト コ ル に よ る Land Sector and 
Removals Guidance（土地部門・炭素除去に関するガイ
ダンス）が完了したら、戦略目標を設定します。科学に基
づ く 目 標 設 定 イ ニ シ ア チ ブ（SBTi、Science Based 
Targets initiative）による森林・土地・農業分野での目
標 設 定 ガイダ ンス（FLAG、Forestry, Agriculture and 
Land）が 2022 年 9 月に発表されたため、この算定ガイ
ダンスは最後のピースになります。目標はまだ設定されて
いないとはいえ、ポジティブな貢献になると確信している
取り組みを進めています。

1

1

2
2

3

バリューチェーン全体の温室効果ガス絶対
排出量を大幅に削減する

バリューチェーン内の林業、農業、製品を
通じて、大気中の炭素を除去し、貯留する

1.5° Cの目標に沿ってイケアの 
クライメートフットプリントを削減する2

温室効果ガスをイケアのバリュー
チェーンの排出量よりも多く削減する

社会全体の温室効果ガス削減に 
貢献する 3

3 イケアの責任範囲を超えて

2	SBTi が策定したネットゼロ基準のビジネスへの影響を、現在評価しています。
3	気温上昇を 1.5° C に抑える目標に沿ったイケアのバリューチェーンの排出量

削減に必要な数値を超える効果は、温室効果ガス排出削減の目標値を達成
するためのディスカウントやオフセットとして活用されることはありません。1 気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の特別レポート「1.5℃の地球温暖化」によって定義されています。

https://gbl-sc9u2-prd-cdn.azureedge.net/-/media/aboutikea/newsroom/publications/documents/ikea-climate-report-fy22.pdf
https://gbl-sc9u2-prd-cdn.azureedge.net/-/media/aboutikea/newsroom/publications/documents/ikea-climate-report-fy22.pdf
https://ghgprotocol.org/land-sector-and-removals-guidance 
https://ghgprotocol.org/land-sector-and-removals-guidance 
https://ghgprotocol.org/land-sector-and-removals-guidance 
https://ghgprotocol.org/land-sector-and-removals-guidance 
https://sciencebasedtargets.org/sectors/forest-land-and-agriculture
https://sciencebasedtargets.org/sectors/forest-land-and-agriculture
https://sciencebasedtargets.org/sectors/forest-land-and-agriculture
https://www.ipcc.ch/sr15/
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FY22FY16 ベースライン（FY16）に対するFY30の目標 

原材料

イケアのリテール事業＆
その他の業務

家庭での製品の使用

お客さまの来店＆配送
サービス

製品輸送

食品原材料

生産

製品寿命

コワーカーの通勤＆出張

その他2

実績 VS FY16のベースライン（単位：百万トン、CO2 換算） イケアのバリューチェーンの各段階におけるクライメートフットプリント（単位：百万トン、CO2 換算）

イケアのクライメートフットプリント

FY16 ベースライン12.1
FY22 +11％（vs FY16）13.5

（FY30の目標は策定中） 

FY16 ベースライン0.86
FY22 -7％（vs FY16）0.81

-25％ FY16に対するFY30の目標

FY16 ベースライン3.4
FY22 -37％（vs FY16）2.1

-80％ FY16に対するFY30の目標

FY17 ベースライン（FY16のデータに不備があるため、FY17）1.4
FY22 -8％（vs FY17）1.3

FY17と比較したFY30の目標 -15％

-5％（vs FY16）
0.55FY16

FY22 0.53
ベースライン

FY16と比較したFY30の目標（範囲：Inter IKEA GroupおよびIngkaグループのイケアのリテール事業）-80％

FY16
FY22

ベースライン
-45％（vs FY16）

6.4
3.5

（FY30の目標は策定中） 

FY16
FY22

ベースライン
-7％（vs FY16）

1.7
1.6

（FY30の目標は策定中） 

FY16
FY22

ベースライン
-36％（vs FY16）

目標：現在はこうしたクライメートフットプリントに積極的に対処していないため目標は設定していないが、今後アジェンダを策定次第、設定予定

0.31
0.20

FY16
FY22

ベースライン
-3％（vs FY16）

2.1
2.1

FY30の目標：FY16と比較して相対値で50％削減（範囲：Inter IKEA GroupおよびIngkaグループのイケアのリテール事業）

FY16
FY22

ベースライン
-40％（vs FY16）

FY30の目標：FY16と比較して相対値で50％削減（範囲：Inter IKEA GroupおよびIngkaグループのイケアのリテール事業）

0.33
0.20

イケアのクライメートフットプリントの最大要因は、原材料の生成
や加工（52.2％）、およびお客さまの家庭での製品の使用（13.7％）
です。家庭での製品の使用には、製品の寿命までに利用される照
明および設備機器のエネルギーが含まれます。

クライメートフットプリントの計算の詳細な内訳、スコープ 1、2、
3 排出は、イケアのクライメートレポート FY22 をご覧ください。

1	過去のデータは変えるべきではありませんが、データ品質や科学が向上した場合は過去の数字を改
訂しています。

2	資本財、リテール設備に関連する資材、コワーカーのユニフォーム、イケアの業務で発生した廃棄物
のクライメートフットプリントを含みます。

FY30の目標
ベースラインのFY16と比較して絶対値で
少なくとも15％削減

FY30：24.8

FY22 に、イケア全体のクライメートフットプリントは、前年と比較し
て絶対値で 140 万トン（CO2 換算）減少しました。これは 5％の減
少です。これは、バリューチェーン全体の再生可能電力の使用におい
て力強い進展が続いていること、そして家庭での製品の使用におい
てエネルギー効率が大幅に改善していることが要因です。

FY16：29.21 ベースライン

FY21：27.2 -7％（vs FY16）

FY22：25.8 -12％（vs FY16）

-15％（vs FY16）

https://gbl-sc9u2-prd-cdn.azureedge.net/-/media/aboutikea/newsroom/publications/documents/ikea-climate-report-fy22.pdf
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FY22 の進捗の概要

FY22 のイケアのクライメートフットプリントは、CO2 換
算で 2,580 万トンと推定されます。これは、FY21 と比
較して 5％、ベースラインの FY16 と比較して 12％減少し
ています。生産量から見た相対的なクライメートフットプ
リントは、FY21 比で、イケア製品の生産量（m3）あた
り 4％ （単位：トン、CO2 換算）減少しました。ベース
ラインの FY16 と比較すると、相対値で 20％の減少で
した。

FY22 のイケアのクライメートフットプリントの実績と事業
の成長を比較するのは、高インフレとサプライチェーンの
混乱のため簡単ではありません。そのため、潜在的な実
績を分析することが大切です。FY22 のクライメートフット
プリントの減少は、バリューチェーン全体における再生可
能エネルギーの割合の上昇と家庭での製品の使用のエネ
ルギー効率の改善など、複数の要因によるものと考えら
れます。また、FY22 に生産量が低下したことも、要因の
ひとつです。
 
イケアのリテール事業およびその他の業務の再生可能エ
ネルギー使用率は、FY21 の 57％から FY22 の 64％に
増加し、再生可能電力の割合は 76％に達しました。生
産事 業では、再生可能 エネルギー使 用率が FY21 の
46％から FY22 の 50％に増加し、再生可能電力率は
64％にまで成長しました。新たに合計 111 の工場やサプ
ライヤーが 100％再生可能電力を達成しました。製品輸
送に関しては、バイオ燃料や水素などの代替燃料の割合
は 6％で横ばいですが、温室効果ガス効率（単位：kg、
CO2 換算 / 輸送トンキロメートル ）が FY21 と比較して
11％向上しました。
 

家庭での製品の使用は、クライメートフットプリントの 2
番目に大きい割合を占めていますが、FY21 と比べて
FY22 は 20％削減しました。ベースラインの FY16 以降、
家庭での製品の使用のフットプリントは 45％減少しまし
た。さらに、スウェーデンレストランの HUVUDROLL/
フヴドロル   シリーズにおいて、プラントベースメニュー
の売上に占める割合が FY21 の 14％から FY22 の 17％
にわずかに増加しました。
 
クライメートフットプリントの最大の要因であるイケア製
品に使用する原材料に関しては、原材料の技術革新と開
発の計画が整い、原材料のより新しい、効率的な使用
につながることが期待されます。ほとんどのタイプの原
材料に関して、リサイクル素材または再生可能素材の割
合を含め、イケア商品に使われる原材料の量が推定に基
づいているため、完全な実績について結論を出すことは
依然難しい状況です。

FY23 には、私たちのデジタル開発が重要な節目を達成
する見込みで、これによって原材料のクライメートフット
プリントの測定精度が向上し、実績をより正確に分析で
きるようになります。これは、イケアのサステナビリティ
レポート FY23 とイケアのクライメートレポート FY23 に
含まれる予定です。

1. バリューチェーン全体の温室効果ガス絶対排出量を大幅に削減する

クライメートフットプリントを絶対値と相対値の両方で削減 1

110％

120％

100％

90％

80％

FY16 FY19 FY20 FY21 FY22

36.4

40.8

40.4
39.7

36.7

29.2

26.2

27.2

25.8

29.5

0.74
0.72

0.67

0.64

0.80

イケア製品の生産量（単位：百万 m3）

クライメートフットプリント（単位：百万トン、CO2 換算）

イケア製品の生産量あたりのクライメートフットプリント（単位：トン、CO2 換算 / 生産量 m3）

FY20 の新型コロナウイルスによる大混乱を無視した場合の傾向 

1	FY21 のレポートではクライメートフットプリントと売上高との比較でしたが、FY22 では高インフレとサプライチェーンの混乱のため、クライメートフットプリントとイケア製品
の生産量を比較しています。生産量は、クライメートフットプリントの最大の要因である原材料を押し上げる要素であるため、比較においてより相対的で一貫性のある基準に
なると判断しました。
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FY22 に温室効果ガス排出量を大幅に削減するためにイケアのバリューチェーン全体で行った主な活動 – 詳しくは、イケアのクライメートレポート FY22 をご覧ください

イケアのクライメートフットプリントに与える
SOLHETTA/ ソールヘッタ LED 電球の影響

2021 年 10 月に発売された新しい SOLHETTA/
ソールヘッタ LED 電球シリーズはひとつの成果
であり、イケアの照明製品の全体的なエネルギー
効率（ワットあたりのルーメン）の 19％の改善に
貢献し、家庭での製品の使用のフットプリント
が FY21 比で 20％減少した重要な要因となって
います。

製品輸送の効率を大幅に改善 2

製品輸送の効率が、FY21 と比較して 11％改
善しました。この改善の要因となったのは、
海上輸送の割合の増加と、インターモーダル
輸送（複合一貫輸送）3 の割合（46％）の高
さです。

史上初の企業の屋外大気汚染ベースラインの 
ひとつを設定

大気汚染物質と温室効果ガスは、同じ要因から発生す
ることが多く、それらの排出の削減に必要な取組みに
は強い相乗効果があります。企業に欠けていたのは、
バリューチェーン全体で排出される大気汚染物質を定
量化する、科学的で堅実な手法です。これに取り組む
ため、Inter IKEA Group は、ストックホルム環境研究
所（SEI）と気候と大気浄化の国際パートナーシップ

（Climate & Clean Air Coalition、CCAC）と共同で、
バリューチェーン全体の屋外大気汚染の測定に関する
史上初の企業向けガイドを策定しました。

こ の ガ イ ド、「A Practical Guide for Business：Air 
Pollutant Emission Assessment（企業向け実用ガイ
ド：大気汚染排出評価）」は、1 年間のパイロットトラ
イアルのあと、エジプトのシャルム・エル・シェイクで
開催された COP27 ですべての国に向けて発表されまし
た。今年、イケアのクライメートレポート FY22 では、
バリューチェーン全体にわたる事業の大気汚染排出一
覧表を初めて公表しています。ベースラインがあれば、
大気汚染への影響を管理したり、将来の削減に対する
目標を設定したりできます。

プラントベース食品の売上の割合を増加 

お客さまがプラントベース食品を選択する好ましい
傾向が続いています。スウェーデンレストランのプ
ラントボールとベジボールの売上は、HUVUDROLL/
フヴドロル シリーズの売上に占める割合において
FY21 の 14％から 17％に、スウェーデンフードマー
ケットにおいて FY21 の 24％から 26％に増加しま
した。

イケアの食品廃棄物削減目標を達成 

私たちは、世界中のスウェーデンレストラン 4

のお客さまに提供するまでに発生する食品廃
棄物を 2022 年末までに FY17 と比べて 50％
削減するという目標を達成しました（54％の
削減）。2022 年末までに、全イケア店舗の
91％に食品廃棄物のソリューションが設置さ
れました（2021 年は 89%）。

FY25までにイケア店舗を再生可能電力使用
率 100％にする目標に向けて大幅な進展 

イケアのリテール事業およびその他の業務に
関して、再生可能電力使用率が FY21 の 71％
から 76％に増加しました。オーストリアとス
ペイン（本土）で再生可能電力使用率 100％
を達 成し、中国（FY21 の 8％から FY22 の
98％）を始めとするいくつかの市場で大幅に
前進しました。

ポーランドと中国で生産の再生可能電力使用率
が増加

生産事業における再生可能電力使用率は、中国
で FY21 の 32 ％ か ら 64 ％ に、 ポー ランド で
FY21 の 76％から 84％に増加しました。これに
より、中国とポーランドでの電力消費によるクラ
イメートフットプリントは、CO2 換算で 22 万ト
ン減少しました。中国での進展を支えたのは、
FY21 に開始した、サプライヤーによる再生可能
電力の購入を可能にするプログラムでした。

生産での石炭由来および石油由来の燃料の
段階的廃止を目指す

自社施設での石炭の使用を段階的に廃止し
たサプライヤーは 12 社増えました。全体とし
て、1％ポイントの削減を達成しました。FY16
から、生産での石炭由来および石油由来の燃
料の使用を 12％から 5％に削減し、FY25 ま
でにゼロにすることを目指しています。

1	 自宅への配送サービスの範囲には、Inter IKEA Group、およびフラ
ンチャイジーの Ingka グループのイケアリテール事業が含まれます。

2	輸送効率は、輸送トンキロメートル当たりの排出量（単位：kg、CO2
換算）を相対的に比較しています。

3	インターモーダル輸送とは、トラックに鉄道やバージ輸送、短距離
海上輸送など複数の輸送手段を組み合わせる輸送形態です。

4	具体的には、スウェーデンレストラン、スウェーデンビストロ、スウェー
デンカフェ、コワーカー用レストランでの調理。

「EV100+」への参加で、2040 年までに排出ガ
スゼロの大型車輸送への切り替えを約束 

イケアのビジネスは、EV100、EV100+ イニシア
チブ、Cargo Owners for Zero Emission Vessels 
(coZEV) に参加し、遅くとも 2040 年までにすべ
ての製品輸送と配送サービス 1 において排出ガス
ゼロのソリューションに切り替えることを約束し
ました。この取組みによって、温室効果ガスだけ
でなく、大気汚染も削減できます。

https://gbl-sc9u2-prd-cdn.azureedge.net/-/media/aboutikea/newsroom/publications/documents/ikea-climate-report-fy22.pdf
https://www.ccacoalition.org/en/resources/practical-guide-business-air-pollutant-emission-assessment
https://www.ccacoalition.org/en/resources/practical-guide-business-air-pollutant-emission-assessment
https://www.ccacoalition.org/en/resources/practical-guide-business-air-pollutant-emission-assessment
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FY22 では、引き続き GHG（温室効果ガス）プロトコ
ルの Land Sector and Removals Guidance（土地部
門・炭素除去に関するガイダンス）の策定の作業に貢
献しました。これにより、土地利用関連の温室効果ガ
ス排出および炭素除去・貯留の算定・報告の方法に関
するガイダンスを提供する GHG プロトコルが拡張され
ます。イケアのビジネスは、諮問委員会とテクニカル作
業部会に参加し、2022 年秋の公開協議ではパイロット
試験を実施しました。

このガイダンスは、森林・土地・農業分野での目標設定
ガイダンス（FLAG、Forestry,   Land and Agriculture）
の土地由来の排出・除去に関する、科学に基づく目標
設 定 イニ シア チ ブ（SBTi、Science Based   Targets 
initiative）による目標設定標準のための算定原則を提
供します。FLAG の作業にもイケアのビジネスは貢献し
ています。

このガイダンスの完成は、2023 年春の見込みです。こ
れが整えば、クライメートポジティブを実現するという
コミットメントの一環として、森林、農業、製品を通じ
て炭素を除去し貯留する戦略目標を設定します。炭素を
除去し貯留するのは大きな効果をもたらす可能性があり
ますが、炭素の除去と貯留は地球温暖化を 1.5° C 以下
に抑えるのに必要な抜本的な排出削減に取って代わるも
のでは決してないことを認識することが重要です。除去
と貯留は、できる限り削減しても残る排出を中和するこ
としかできません。

現在パイロット試験が進行中で、まもなく標準が完成す
るため、今年は実績を開示しないことを決定しました。

2. バリューチェーン内の林業、農業、製品を通じて、大気中の炭素を除去し、
貯留する

成長の早い人工林をつくることに加えて、荒廃地に天然林を復元することで炭素を除去し蓄えるモデルを単純化したものです。
木製品の炭素を蓄える効果を伸ばすことや、リサイクルすることも盛り込んでいます。責任を持って管理されている人工林の木は、
大気から大量の二酸化炭素（CO2）を吸収します。木は木製品に使用され、炭素を一時的に蓄える役割を果たします。寿命を
迎えた原材料の再利用、修復、再生産、リサイクルによって、炭素を蓄えるこうした効果を延ばすことができます。回復力に富
む環境において、責任を持って管理されている人工林の気候変動の軽減に対する貢献と、天然林の生物多様性や土壌保全面な
どに対する貢献をともに考慮する必要があります。異常気象や有害生物などによって炭素が大気中に再放出されないようにする
うえで、森林環境が回復力に富むことが重要です。森林の成長、炭素の貯留、その他の環境への効果（生物多様性への貢献など）
のバランスを取る総合的な観点が不可欠です。

年月

木製品の寿命を延ばすことで、除去された炭素を
さらに長く蓄えます。

製品が寿命に達した後に木材をリサイクルする
ことで、除去された炭素を引き続き蓄えます。

天然林は、気候変動の緩和に不可欠な役割を果たします。この例では、天
然林は人工林よりも成長が遅く、除去され蓄えられる炭素の量は一定に推移
しています。同時に、こうしたエリアはすでに炭素を蓄えており、生物多様
性に貢献しているため、極めて重要です。天然林は、健全なエコシステムを
確保するどのような環境アプローチにも欠かせないものです。

伐採された木の CO2 は木製品内に留まります
（木製品の寿命を 20 年と推定し、リサイクルに
よる効果を除外しています）。

人工林は天然林よりも成長が 
早く、以下に示しているように、

よりハイペースで大気から炭素を
除去できます。

除
去

さ
れ

蓄
え

ら
れ

る
炭

素

除去され蓄えられる
炭素のレベルが高ま
ります。GHGプロトコルの Land Sector and Removals 

Guidance（土地部門・炭素除去に関するガイ
ダンス）のパイロット試験

私たちは、GHG プロトコルによる Land Sector 
and Removals Guidance（土地部門・炭素除去
に関するガイダンス）の策定に積極的に参加して
います。現在焦点を置いているのはパイロット試
験です。企業の土地関連のバリューチェーン内で
の効果的な気候変動対策への取組みを促す効果
を見るためにガイダンスの草稿が実際にテストさ
れます。このパイロット試験は、ガイダンス策定
の事務局にとって重要な情報をほかの利害関係
者から聞いたり議論したりすることにもつながり
ます。私たちの野心的目標は、このガイダンスを
透明性があり、事実に即した、実施可能なもの
にすることです。
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3. イケアの責任範囲を超えて、お客さま、サプライヤー、調達地域のクライメートフットプリントを削減する

FY21 に、イケアの責任範囲を超えて測定する方法が完成
しました。しかし、イケアのビジネス全体で一貫性のある
方法で測定および追跡することには依然として課題があ
ります。炭素を除去し蓄える目標が確定するまで、正式
な戦略目標は設定されません。
 
炭素の除去と貯留による貢献が大きくなればなるほど、ク
ライメートポジティブになるというイケアのコミットメント
を果たすためにイケアの責任範囲を拡大した際の負担は
小さくなります。戦略目標はまだ設定されていませんが、
私たちはイケアの責任範囲を超えた取組みをすでに積極
的に進めています。

そうした活動をイケアのビジネスの変革に確実に結び付け
ていくために、イケアの責任範囲を拡大する取組みでは、
すべてバリューチェーンに関連したアクションや活動を
行っています。つまり、どの活動も、イケアの製品、サプ
ライヤー基盤、または調達エリアのいずれかに関連した活
動になっています。イケアの責任範囲を超えた取組みの効
果は、排出削減目標を達成するためのオフセットとして活
用されることは決してありません。

そのため、どの貢献も以下の 3 つのエリアのいずれかに
該当している必要があります。
 
家庭での資源活用：SOLSTRÅLE/ ソールストローレ 家庭
用太陽光発電など、再生可能エネルギーの生成を可能に
するソリューション。1 目的の用途で使用された場合にエネ
ルギーや水を消費する製品の効率化を図るソリューション

1	Ingka グループの複数の市場で販売しています。
2	照明、設備機器、水栓、シャワー、循環型のサービスやソリューションは、イケアのクライメートフットプリントの温室効果ガス排出量としてすでに計算されているため、除外しています。これらの製品による改善は、イケアの責任範囲を拡大する活動ではなく、
（温室効果ガス排出量を大幅に削減する）イケアのクライメートフットプリントとして計算されています。
3	FY22 に、SOLSTRÅLE/ ソールストローレ 家庭用太陽光発電は次の市場で販売されました：オーストラリア、ベルギー、フランス、ドイツ、イタリア、オランダ、ポーランド、ポルトガル、スペイン、スウェーデン、スイス。

もこれに含まれます。新しく発売された ÅBÄCKEN/ オー
ベッケン ミストノズルもその 1 つです。お客さまが家の
蛇口から流す水の使用量を最大 95％削減できます。2  

サプライヤー向けの再生可能エネルギー：イケアのビジ
ネスだけでなく、サプライヤーパートナーが全工場、全
業務の再生可能エネルギー使用率を 100％に転換でき
るようにするイケアのビジネスによるアクション。
 
イケアの調達エリアの林業と農業の改善：イケアが原材
料を調達するエリアの環境全体のために森林管理と農
作業法を改善するイケアのビジネスによるアクション。こ
の影響の追跡は、GHG（温室効果ガス）プロトコルの
Land Sector and Removals Guidance（土地部門・炭
素除去に関するガイダンス）を使用することで可能にな
ります。

貢献度を過大評価しないように、ベースラインとなる
FY16 からこれまでに回避できた温室効果ガス排出量の
合計をまとめるのではなく、毎年実現した貢献のみを計
算しています。
 
今年は、SOLSTRÅLE/ ソールストローレ 家庭用太陽光
発電による家庭での資源活用の効果のみを開示していま
す。クライメートフットプリントの報告のデジタル化が進
行中のため、自社工場以外での生産に関する数値の報
告において品質と一貫性を確保することができませんで
した。イケアの責任範囲を超えた貢献に関しては、次の
年次クライメートレポートの中でフォローします。

FY22 に、SOLSTRÅLE/ ソールストローレ 家庭用太陽光
発電が 11 のイケアの市場で販売されました。3 このシステ
ムが生成する再生可能電力によって回避された総排出量
は CO2 換算で約 22 万トン（FY21 比で +26％）でした。
これは、全国送電網の電力を家庭用太陽光発電による
再生可能電力に置き換えた効果として計算されています。
家庭での製品使用時のクライメートフットプリントを照明
と設備機器で計算しているのと同様に、平均的な効果を
家庭用太陽光発電パネルの耐用期間で計算しています。

FY16 FY21 FY22

0.22

0.18

0.08

SOLSTRÅLE/ ソールストローレ 家庭用太陽光発電によって回避でき
た CO2 相当量（単位：百万トン）
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資源の再生、生態系の保護、 
生物多様性の改善に寄与する

2030 年に向けてのイケアの目標は、ビジネスを成
長させつつ資源の再生を行うことです。責任を持っ
て調達した再生可能素材またはリサイクル素材の
みをイケア製品に使用し、資源の再生、生態系の
保護、生物多様性の改善に取り組むことでポジティ
ブな影響を与えることを目指しています。これは、
イケアのビジネス活動に関連する人々にもたらす可
能性のあるマイナスの影響を特定、防止、軽減、
対処するための取組みでもあります。イケアは、ホー
ムファニッシング製品や食品を提供するのに原材
料や食材を大量に使用するため、常により少ない
資源からより多くのものを生み出す新しい方法を
常に模索しています。
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イケア製品に使用する原材料を責任を
持って調達するための最善の方法を確
保するためにサプライチェーン全体で
取り組んでいます。私たちは、包括
的な見方をするように常に努力し、人
と自然の両方に与える影響を考えて
います。

FY22 では、4 つの原材料ブロック（木材、農業、
二次原材料、無機素材）内の極めて重要な原
材料を優先しました。これらの原材料の調達
における社会的、環境的、ビジネス的リスクを
基準にしています。

これらの原材料ブロックの範囲において、イ
ケアは引き続き FY22 で進展を遂げました：

•	 木材：FSC 認証の木材またはリサイクル木
材（よりサステナブルな調達先から仕入れ
た木材）のみを使用するという目標の実現
に取り組みました。2 イケアの製品に使用
する木材のおよそ 15％をリサイクル材にし

（FY21 は 14％）、2030 年までに木材製品
の 3 分の 1 以上をリサイクル木材にすると
いう目標の実現に向けて前進しています

（28 ページ）。

•	 農業：イケアの農業原材料すべてに関する
要件の強化に向けた対策に取り組みました

（31 ページ）。

•	 無機素材：複 雑な無 機 素 材のサプライ
チェーンの透明性をつくり出す方法をさら
に模索しました（35 ページ）。

•	 二次原材料：責任ある調達によるリサイク
ル原材料の生産能力の増強を加速させ、
原材料サプライチェーンを発展させ、さら
にリサイクル技術の使用も拡大するプロ
ジェクトをいくつかの市場で開始しました

（36 ページ）。

責任を持って原材料を調達するイケアの取組
みは、長期的に継続していきます。イケアの
サプライヤー、政策決定機関、産業パートナー、
NGO、専門家、ほかのブランドと協力するこ
とが、イケアのサプライチェーンを向上させ、
変化させる能力を強化するのに役立ちます。

イケアのサプライチェーンは多様性に
富み、農産物の収穫における大規模
生産から、林業と農業両方における
小規模生産まで幅広い労働環境が存
在します。私たちは、イケアのバリュー
チェーンで働く人々の労働条件を改善
するため、NGO や各種団体、同様の
課題を抱えているその他の利害関係
者と協力しながら、その方法を模索し
ています（48 ページ）。FY22 には、
人権の実践やデューデリジェンスをビ
ジネスの過程や意思決定、人間関係
に組み入れるコミットメントを強化し
ました（41 ページ）。

FY22 の進捗の概要コミットメントと目標

•	 環境や社会、アニマルウェルフェア（動物福祉）に関する基準を含む、
責任ある原材料の調達基準の確保と開発を継続します。

•	 責任ある森林管理を促進して、1 森林の劣化や破壊を食い止め、イ
ケアのサプライチェーンを超えて貢献し、フォレストポジティブの実
現に引き続き尽力します。森林の管理、保護、回復、再生に、革新
的なアプローチで取り組みます。

•	 荒廃した土地、森林が破壊された地域、農業耕作地の再生プロジェ
クトを率先して行います。

•	 適切に水を管理するウォータースチュワードシッププログラムを主導
し、開発することにより、優れた水の管理者となる目標を実現します。
汚染された水の浄化と生物多様性の保護のための再生プロジェクト
を主導します。具体的には、海洋を汚染するプラスチックごみの除
去プロジェクトに重点的に取り組みます。

•	 木材、綿、食料、その他の原材料を、引き続き（信頼できる外部の
サステナビリティ基準とシステムにより裏付けされた）よりサステナ
ブルな供給源から調達します。

•	 サービスやソリューション、インスピレーションを提供し、その活動
を促進するとともに、製品と素材の寿命を延ばすための知識を簡単
に入手できるようにします。お客さまやパートナーに取組みへの参加
を促し、製品の取得、手入れ、譲渡がやりやすい環境をつくります。

2	イケアでは全体で 98％以上の達成率を果たした場合に、目標を完
全に達成したとみなしています。これは、予期せぬ混乱や新しいサ
プライヤー / ビジネスパートナーの成長等により、任意の時点にお
ける 100％の達成を保証できないためです。

イケアの 
サプライチェーンに 
携わる人々
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1	フォレストポジティブとは、イケアのサプライヤーがよりサステナブルな調達先から仕入れた、FSC 認証
木材またはリサイクル木材と私たちが定義する木材のイケア製品への使用を徹底させることです。さらに
フォレストポジティブには、イケアの原材料のニーズを超えて、林業の改善と責任ある森林管理の標準化
のためにイケアの規模と厳しい要求基準を活用することも含まれます。
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FY22 にイケアのビジネスで使われた木材の量は、丸太換
算で 2,000 万 m3（FY21 は丸太換算で 2,100 万 m3）に減
少し、主な要因は販売数量の低下です。イケア製品に使わ
れた木材の 15％がリサイクル木材でした（FY21 は 14％）。
より一層スマートな方法で木材を使うためのイノベーション
を促進させるコミットメントの一環として、2030 年までにイ
ケア製品に使用する木材の 3 分の 1 以上をリサイクル木材
にするという目標を設定しました。リサイクル木材の需要は
依然高いままなので、残るギャップを埋めるための対策を
強化しました。リサイクル木材のための生産能力の増強を
加速し、イケアのパートナーと協力してリサイクル木材の使
用を増やすための新しいリサイクル技術の特許を取得する
ため、いくつかの国にまたがる 5 つのプロジェクトを開始し
ました（36 ページ）。

よりサステナブルな調達先から仕入れた木材のみを使用す
るという目標を FY20 に達成し、現在の課題はこのレベルを
毎年確実に前進させることです。FY22 は、木材の総使用量
の 99.9％が FSC 認証材またはリサイクル材でした。

イケアのフォレスト・ポジティブ・アジェンダ 2030 で設定
された野心的な目標のほかに、イケアのお客さまや外部の
利害関係者からの期待と、変化する法律や世界的な開発
動向の要件にも応えるため、FY22 に私たちは第 6 版の
IWAY 森林素材セクションを完成させました。3 セクション
の対象範囲を、木材だけでなく、たとえばコルク、紙、梱
包材などを含む森林素材に広げました。今は、すべての
事業やホームファニッシング製品で使われる森林素材に適
用できます（49 ページ）。

木材は、イケア商品にもっとも使われて
いる材料です。1 木材は、私たちのアイデ
ンティティであり、スウェーデンの伝統
です。木材には、パーティクルボード、ファ
イバーボード、紙ベース製品、無垢材な
どがあります。

ウクライナでの戦争により、ロシアとベラルーシでの事業を
縮小するという Inter IKEA Group の決断に従って、両国か
らの木材のグローバルな調達を停止しました。

イケアのホームファニッシング製品に使用する原材料の主な
木材調達地域は依然としてヨーロッパのままで、イケア製
品に使用するすべての木材の 80％以上を欧州大陸から調達
しています。しかし、激動の時代とエネルギー費用の高騰
のため、木材確保の競争は激化しています。私たちは依然
として、責任を持って管理されている森林から木材を調達
するというコミットメントを掲げており、責任ある森林管理
が行われていない市場で FSC 認証材料を開拓する好機が
あると考えています。

世界全体がバージン化石原料から脱却するにつれて、木材
製品に対する需要が増し、森林資源にかかる負荷も大きく
なってきています。さらに、世界中で数百万もの人々が森
林と関わって生計を立てています。4 責任ある森林管理は、
森林で生計を立てる人々の生計支援、生物多様性の保全、
サステナブルな木材の調達を可能にするうえ、炭素の除去
と貯留によって気候変動の緩和にも役立ちます。詳しくは、
イケアのクライメートレポート FY22 をご覧ください。

19

20

21

イケアの製品に使用されている木材の総量2

（単位：100万m3、丸太換算（RWE））

FY20 

FY22 

FY21 

イケア製品に使用した木材の約 15％
がリサイクル木材です。

イケア製品に使われるバージン木材とリサイクル木材のほ
かに、紙素材、工業用の竹、梱包材やコミュニケーション
材料などの間接材料も含まれます

FY22 の主な活動
木材

1	購入価格に基づいています。
2	イケアのバージン木材使用量とイケアのリサイクル木材消費量との対比を示す方法を強

化するため、これらの数値を測定および表示する方法をさらに開発しているところです。
FY23 から新しい算定方法を使う予定です。

3	IWAY Forest Materials Section は、イケアのサプライヤー行動規範である IWAY の一
部です（48 ページ）。

4	国連環境計画（UNEP）「About forests（森林について）」2022 年版
5	2022 年 3 月初めに、Inter IKEA Group と Ingka グループは、ロシアとベラルーシで

のイケアの営業を一時停止することを発表しました。6 月には、両国でのイケアの営業
停止の決定が下され、それ以降徐々に規模を縮小しました。

木材の調達国 FY22 
（ホームファニッシング製品に使用されるバージン木材、リサイク
ル木材、ペーパー材料、工業用の竹の合計に占める割合）

4％ 
ベラルーシ5

4％ 
イタリア

3％  
チェコ 
共和国

4％ 
ルーマニア

21％
その他 – 38市場

6％ 
ドイツ

6％ 
ロシア5

7％ 
中国

7％ 
スウェーデン

25％  
ポーランド

9％  
リトアニア

3％ 
フランス

2030 年までに、パーティクルボードの 80％
以上をリサイクル木材を使用してつくります。

パーティクルボードに使用したリサイクル木材の割合（％）

24％

27％

27％

FY20 

FY22 

FY30 

FY21 

80％
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https://gbl-sc9u2-prd-cdn.azureedge.net/-/media/aboutikea/newsroom/publications/documents/ikea-climate-report-fy22.pdf
https://www.unep.org/explore-topics/forests/about-forests
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2002 年以来、WWF とイケアのビジネスは協力
して、天然資源の保護や管理、産業手法の方
向づけに取り組んできました。20 年にわたる
パートナーシップは森林プロジェクトから始ま
り、その後は綿、淡水の管理、気候変動対策
へと拡大していきました。現在このパートナー
シップによるプロジェクトは 15 カ国で運営さ
れ、景観の保護、生物多様性の向上、ローカ
ルコミュニティのエンパワーメントに取り組んで
います。

WWF とイケアのビジネスのこれまでのパート
ナーシップを通して、直接的な支援、3,600 万
ヘクタール以上の森林の FSC 認証、40 万本の
植林で土壌侵食を防いで土の水分と炭素を保つ
パキスタンでのプロジェクト、トルコとインドで
川の健全性と生物多様性を改善するための取
組みなどを行ってきました。

詳細はこちらをご覧ください。

WWFと共に活動した 20 年

イケア製品に使用している木材の出所の透明
性を高める

イケアのビジネスは、業界初のグローバルな木
材供給マップで透明性を高める取組みを進め、
FY22 にイケア製品に使われているすべての木
質材料（紙を除く）がどこから来たのか、そし
て商品展開においてなぜ重要な役割を果たす
のかについてより多くの情報を共有していきま
す。このマップには、木の種類、出所、量、そ
してイケアのビジネスがさまざまな市場の森林
管理の改善に取り組む方法についての新しい
情報も含まれます。イケア製品に使われている
木材がどこから来たのかを示すことによって、
手本となる行動でリードし、イケアの木材使用
に関して透明性を高めたいと考えています。

詳細はこちらをご覧ください。

小規模森林所有者の FSC 認証取得をサポート

FY22 に、イケアのビジネスは森林管理協議会（FSC）
の代表者と一緒に、バルト諸国およびチェコ共和
国の小規模森林所有者のための会議をエストニア
で開きました。長年にわたり、私たちはヨーロッパ
の独立した小規模森林所有者がよりサステナブル
になり、FSC 認証を取得するのを支援してきました。
このような林業市場は散在し、分断されているた
め、対応が難しい状況でした。私たちが提供する
サポートでは、金銭面だけでなく、コスト削減や
FSC 認証に関して多数の森林所有者を組織的にま
とめています。

グループ認証は、こうした私有林の所有者が FSC
認証を取得するためのもっとも簡単で費用効率の
よい方法のひとつです。これは特に小規模森林所有
者にとって大切です。グループでの FSC 認証取得
のもう 1 つの利点は、森林所有者の間で知識を共
有できることです。

インドネシアとベトナムで商業用品種の籐（ラタン）
の成長を研究

FY22 に、イケアのビジネスは 乾 燥した籐を約
6,000 トン使用しました。この 1 年の間に、イケ
アのビジネスはインドネシアの国際林業研究セン
ター（CIFOR）およびベトナムの WWF と協力して、
籐の年間成長率と選択した品種の生育量をスラ
ウェシ島の中部と南東部、インドネシア、ベトナ
ム中部の自然林で研究しました。この研究の目的
は、サステナブルな収穫量を評価することです。
選択した商業用品種に関する収穫強度や回転率
も含まれ、イケア製品に使用する籐の品種に関す
るサステナブルな年間収穫量を決める基準として
使えます。さらに、この知識は、遺伝資源の保護、
利用、保存を向上させるために何を開発する必要
があるかを理解するために重要です。

COP27 で気候変動対策の強化を提唱 

イケアのビジネスは、2022 年 11 月にエジプトで
開催された国連気候変動会議（COP27）に参加
しました。気温上昇幅を 1.5° C に抑え、生物多
様性を守り、再生するために企業ができることや、
森林破壊を食い止める重要性など、気候変動の
軽減とそれに対する適応力を発揮することおいて
責任ある森林管理が果たす役割などのトピック
に関わることによって私たちは貢献しました。
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ヨーロッパ

85％

アジア

11％

オセアニア

1％

アフリカ

0.01％

南
アメリカ

2％

北
アメリカ

1％

https://ikea.wwf.se/
https://about.ikea.com/en/sustainability/wood-forestry/wood-we-use
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イケアのビジネスは、土地や海、淡水、原材
料を直接的および間接的に利用することで、生
物多様性に影響を与え、同時に依存しています。 

FY22 に、私たちはイケアの木材を調達する森林からイケ
ア店舗までのバリューチェーン全体における生物多様性
への影響と依存を理解する取組みを続けました。現在、
SBT ネットワーク（SBTN）の手法の 2 番目のステップを
始めるところです。つまり、包括的なデータ（すなわちイ
ケアのビジネスに特定なものではなく、平均的で世界的
な産業データ）に基づいたハイレベルな影響評価がある
ということです。これによって、ステップ 3 で目標設定を
始めるのに必要なデータの収集を優先できます。さらに、
生物多様性とイケアのビジネスとの関連性の理解を高め

るため、外部の専門家と一緒にイケアの生物多様性への
依存を評価しています。

SBTN コーポレート・エンゲージメント・プログラムへの
参加の一環として、ツールのパイロット試験と SBTN の
手法に関連する情報の提供を行ってきました。

提唱活動を継続

イケアのビジネスは、生物多様性の損失に取り組む対策
を加速させるための、生物の多様性に関する条約（CBD）
による「ポスト 2020 生物多様性枠組（GBF）」の支持を
提 唱 し ま し た。 こ れ に は、Business for Nature、
#MakeItMandatory キャンペーンの一部として、企業が
自然に与える影響に関する評価・開示要件の義務化を求

生物多様性

IKEA Industry Kazlu Ruda（リトアニア）では、2022 年春
に敷地内に植物を植え、花粉を運ぶ動物のための食べ物を提
供するテストを行いました。

める 300 を超える企業も参加しました。イケアは、2022
年 12 月にモントリオールで開催された第 15 回国連生物
多様性会議（COP15）に参加しました。私たちはこの目
標に向けた確固たる勢いと、「昆明・モントリオール生物
多様性枠組」における各国政府の合意を歓迎します。気
候変動に関するパリ協定と同様に、野心的な国際合意が
表明されたことで、自然に関する課題がもっとも高い政
治レベルに押し上げられたと信じています。

さらに私たちは、2022 年 3 月にジュネーブで開かれた
CBD 公開作業部会（OEW）に出席し、明確な生物多様
性枠組の必要性を全面的に支持していることを説明しま
した。この枠組によって企業は、関連する法的イニシア
チブと完全に一致した世界的に調和した方法での実現に
貢献できます。この出席によって、イケアのビジネスは、
Business for Natureによる重要な提言も支持しました。

2022 年 6 月にはストックホルム +50 会議に関連して、
イケアは WWF および H&M グループと一緒に、ビジネ
スと生物多様性アクション円卓会議を開催しました。こ
の目的は、30 社の企業の代表者がバリューチェーン全
体での活動を拡大させる上での課題を模索し、ソリュー
ションを 特 定 することでした。この 結 果 の 概 要 は、
Business Green の論評および WWF のウェブサイトで
発表されました。
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IKEA Industry の拠点における生物多様性の
影響の特定

生物多様性に与えるイケアの影響を理解する
取組みとして、19 の IKEA Industry の拠点に
おける生物学的重要性を明確にしました。生
物多様性の観点から重要と定義された 6 つの
拠点では、生物多様性のためになる影響力の
大きい活動が FY24 に行われます。この目的は、
専門家や IKEA Industry が営業している場所
のコミュニティのほかの利害関係者と協力して
生物多様性を改善することで、よい影響を拡大
することです。

さらに IKEA Industry は、生物多様性を支え
るのに役立つ可能性のある活動にコワーカー
を参加させるアプローチも策定中です。このア
プローチは、生物多様性とその保全の重要性
について、コワーカーを教育することに焦点を
当てています。

https://sciencebasedtargetsnetwork.org
https://www.businessfornature.org/news/business-call-for-mandatory-nature-assessment-and-disclosure-at-cop15
https://www.unep.org/events/conference/un-biodiversity-conference-cop-15
https://www.unep.org/events/conference/un-biodiversity-conference-cop-15
https://wwwwwfse.cdn.triggerfish.cloud/uploads/2021/05/op-ed-biodiversity-business-green-pdf.pdf
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農業
 綿

FY15 から、イケアでは、よりサステナブルな調達先
（more sustainable sources/MSS）から仕入れたバー
ジン綿のみを使用しています。1

FY22 には、イケア製品に使用された綿の総量は、非バー
ジン綿も含めて 14 万 4,100 トンでした。イケアの MSS
のバージン綿の約 80％は小規模農家から、約 20％は
大規模農家から調達したバージン綿です。イケアの
MSS の綿のサプライチェーンの環境的、社会的影響を
削減することに焦点を置き、非認証綿との分離と徹底し
たトレーサビリティ、多様性、リスク緩和、サーキュラー

（循環型）コットンサプライチェーンの促進を引き続き
重視しています。詳細はこちらをご覧ください。

イケアのビジネスと WWF との長期にわたるグローバル
なパートナーシップによる取組みに綿が含まれています。

1	よりサステナブルな供給源またはリサイクル素材の供給源と定義されている
もの。

綿の原産国
フレッシュ/バージン綿 
（よりサステナブルな調達先から仕入れた綿100％）

*その他：オーストラリア、ギリシャ、イスラエル、 
カザフスタン、キルギスタン、南アフリカ、 
スペイン

29％  
パキスタン

14％  
ブラジル

13％  
インド

19％ 
中国

10％ 
米国

5％ 
コートジボワール

4％ 
トルコ 1％

ブルキナファソ

1％
カメルーン

2％
その他*

長年、イケアのビジネスでは、木材を含む、森林破壊リ
スクのあるいくつかの作物に対して責任ある調達方法の
開発に取り組んできました。同時に、今日の森林破壊リ
スクの多くは農産業に関連があることがわかっていま
す。2025 年末までに、イケアのバリューチェーンにおけ
る、森林破壊リスクのある原材料の大豆、パーム油、
牛肉、革、コーヒー豆、カカオ豆、ゴム、サトウキビを
森林破壊ゼロにすることが目標です。2030 年までに、
イケアのサプライチェーンを通して調達したその他の原
材料が森林破壊に寄与しないことを確実にすることを目
指しています。大きなチャレンジであることは理解して
いますが、サプライヤーと協力し、国際標準や認証を
活用しながら、私たちがもっとも影響を与えるアジェン
ダに狙いを定めて取り組みます。

2025 年までに、イケアのサ
プライチェーンの大豆、パー
ム油、牛肉、革、コーヒー豆、
カカオ豆、ゴム、サトウキビ
が森林破壊に加担すること
がないように取り組みます。
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農業原材料は、食品原材料やホームファニッ
シング用の繊維など、イケア製品全体で使用
されています。綿は、イケアにとってメインの
農業原材料です。

すべてのイケアの農業原材料に対して、全体的でわか
りやすい要件を策定中です。ほかの原材料のための次
のステップを考える際に、この作業から得た学びを活
用していきます。

FY22 に、イケアのサプライチェーンで行われていた従
来の農業に関連するリスクが明確になりました。次の
ステップは、農業に関連した環境的、社会的、アニマ
ルウェルフェア（動物福祉）的なリスクに対処する要
件を設定し、イケアのサプライチェーンをよりリジェネ
ラティブ（再生型）な体制に変えるための膨大な数の
機会をサポートすることです。

https://about.ikea.com/en/about-us/our-view-on/cotton
https://ikea.wwf.se
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植林によって土壌浸食を防ぎ、野生生物の統
合を支援し、インドの綿花栽培地域の農家の
収入を多角的に増やす

荒廃した土地を回復するための進行中のイニシ
アチブ内で、イケアと WWF は、インド南部の
綿花栽培の地域で土地利用を多様化させるた
めのイニシアチブを開始しました。荒廃した土
地にかんきつ類やマンゴなどの果物を植えるこ
とで、綿農家にとって新たな収入源が生まれる
だけでなく、生物多様性を高め、土壌浸食を
防げます。コミュニティのサポートを得て、過
去 2 年間で 10 ヘクタールに約 16,000 本の苗
木が植えられました。

トルコの綿業界の雇用慣行を改善

イケアのビジネスは、トルコの地元のパートナー
や産業パートナーと協力して、綿花畑での適切
な労働条件と雇用慣行に関する政策決定者の
認識を高めるプロジェクトの策定に参加しまし
た。このプロジェクトはまた、綿花産業の主要
なプレイヤーの能力を高め、公共サービスや社
会福祉を体系化することにも取り組んでいます。
FY22 ではこのプロジェクトを継続し、農家や
農業従事者、さまざまなその他の外部関係者、
さらに政府機関や政策決定機関を含め、より多
くの人々に利益がもたらされました。

パキスタンの綿花栽培地域の農業コミュニティの
社会経済的、環境的レジリエンスを高める

WWF と連携したもう 1 つのイニシアチブでは、今
年、パキスタンの 40,000 軒を超える農家が気候
変動に対応した作物の生産についての研修を受け
ました。気候変動に対応した栽培方法によって、パ
キスタンの農家は農業活動による温室効果ガス

（GHG）の排出を 23％削減、生産高を 12％増加、
農場用水を 25％節約し、土壌を健康に保つ栽培方
法を通して有機物を 6％増加することができました

（ベースライン値との比較）。

さらにこのパートナーシップはインドでのジェン
ダーエンパワーメントに取り組み、また荒廃した土
地に植林をすることで農業コミュニティを支援し、
363 ヘクタールの土地に 40 万本を超える木を植え
ました。

WWF とイケアのパートナーシップについて詳しく
は、こちらをご覧ください。

中国の山東でのベター・コットンプロジェクト

現 地 のパートナ ー Binzhou Nongxi Cotton 
Cooperative と連携し、2020 年 4 月以来、イ
ケアのビジネスは中国の山東でサステナブルな
綿花栽培を行ってきました。FY22 現在、この
プ ロ ジ ェクト は 8,780 軒 の 小 規 模 農 家 の
19,000 ヘクタールの土地で実施されています。
このプロジェクトでは、綿花栽培における肥料
や農薬の適切な使用、土壌・水の管理方法の
改善、繊維の品質に対する意識向上に重点的
に取り組んでいます。目標は、世界的な認証プ
ログラムの外で、よりサステナブルな綿花栽培
方法を確立し、農業コミュニティと密接に連携
することで社会的影響を創造し、地域の商業
的価値がある作物の多様化を促進することで
追加の収入源をサポートすることです。

ベター・コットン協議会の席に戻る

FY22 に、イケアはベター・コットン協議会の
代表企業に再び選ばれました。イケアとその他
の業界関係者で創設されたベター・コットンは、
よりサステナブルな綿を業界標準にすることを
目的として 2009 年に正式にスタートしました。
この協議会では、同じ志を持つパートナーと共
にイケアは、グローバルな物理的トレーサビリ
ティの実施、社会的および環境的持続可能性、
そしてコミュニティのエンパワーメントに焦点
を当てることによって、ベター・コットンの未
来の方向性を導く積極的な役割を果たします。
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食品原材料
イケアのビジネスは、責任を持って原材料を調達
し、健康的でサステナブルな暮らしのヒントを人々
に与え、実現するという目標に沿って、よりサステ
ナブルな食品システムの構築を目指して取り組んで
います（13 ページ）。私たちは、すべての食品原材
料について責任ある調達を実現するという目標を
掲げています。これを確保する 1 つの方法として、
外部のサステナビリティ基準システムを活用してい
ます。

FY22 の実績

•	 コーヒー豆とカカオ豆：FY22 では、
イケア製品のレインフォレスト・アラ
イアンス認証コーヒー豆（こちらを
ご覧ください）の使用率が 99％、
レインフォレスト・アライアンス認
証カカオ豆が 68％に達しました。イ
ケアブランドの板チョコレートはす
べてレインフォレスト・アライアンス
認証を受けています。

•	 お茶：FY22 は、UTZ 認証 / レイン
フォレスト・アライアンス認証およ
びフェアトレード認証を受けた茶
葉の使用率は、イケア製品の 65％
でした。

•	 大豆：FY22 では、イケアのサプラ
イチェーンで家畜の飼料として使わ
れるすべての大豆が、責任ある大
豆に関する円卓会議（RTRS）認証
に基づいて購入されました。

•	 パーム油：FY22 では、イケアの食
品に使用したパーム油の 88％が、
持続可能なパーム油のための円卓
会議（RSPO）の認証を受けたもの
でした。

•	 シーフード：FY22 では、イケアが
世界で使用した魚介類の総量のう
ち、水 産 養 殖 管 理 協 議 会（ASC）
または海洋管理協議会（MSC）の
認証を受けたものは 98％に達しま
した（2020 年：91.2 ％、2019 年：
93.7%、2018 年：91 ％）。 詳 細 は
こちらをご覧ください。

上記以外に、一部のイケア製品は、EU
のオーガニック基準に適合していること
が認定されています。

©
 Inter IKEA System

s B.V. 2022

Mengandung gluten, susu, telur, ikan, dan kedelai
Contains gluten, dairy, egg, fish, and soy

MSC-C-54789
Salmon from an MSC certified 
sustainable fishery. www.msc.org

Dengan saus dill, kentang 
tumbuk, dan kacang polong

Salmon
Panggang

Rp90.000

Baked Salmon Fillet
With creamy dill sauce, mashed 
potato, and green peas

Baru
New

エチオピアのGora Coffee by Moyeeと、インドネシアのAneka  
Coklat はどちらもソーシャルビジネスで、それぞれ原産国内で
生産全体を行い、IKEA Food のバリューチェーンのために直接
調達することで、小規模農家と工場労働者の生計をつくり出し
ています。詳細はこちらをご覧ください。

IKEA Indonesia1 は、サーモン製品に対してMSC のチェーン・
オブ・カスタディー（管理の連鎖）認証を取得したインドネシ
アで最初のリテール企業です。ティラピアを使用した魚加工
品に対しては ASC 認証を取得しています。

1 IKEA Indonesia は、フランチャイジーの Dairy Farm が運営しています。
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https://about.ikea.com/en/sustainability/responsible-sourcing/seafood-you-can-feel-good-about
https://about.ikea.com/en/sustainability/responsible-sourcing/seafood-you-can-feel-good-about
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動物福祉
適切な動物福祉（アニマルウェルフェア）は、よりサス
テナブルな畜産業の実現を目指すイケアの目標の柱で
す。私たちは、飼育環境や処理方法を通じて動物福祉
の向上を実現していきます。農場でのスタンダードとし
て、動物が精神的・肉体的に健康であること、動物の
種本来の自然な行動ができる環境をつくることを最優
先にしています。

IKEA Food のベター・プログラムは、食品サプライ
チェーンにおけるよりサステナブルな畜産業のための

枠組みです（詳細はこちらをご覧ください）。それぞれ
の動物の種のベター・プログラムでは、科学的根拠と
サプライヤーや専門家の意見に基づいて主な責任ある
調達要件を設定しています。私たちの野心的目標は、
2025 年末までに、IKEA Food のベター・プログラム
要件が卵、鶏肉、豚肉、牛肉、乳製品の調達におい
て実行されることです。

私たちは、イケアのサプライチェーンにおいて
アニマルウェルフェア基準を守ることに尽力し
ています。食品だけでなく、イケア製品に使わ
れるその他すべての動物由来原材料も対象に
なります。ウールはその 1 つです。イケアのビ
ジネスは改善点を見つけだし、2025 年末まで
に責 任 ある調 達 先 から仕 入れ たウール を
100％にすることを目標に、数年かけて原材料
の完全なトレーサビリティの確立に取り組みま
した。ニュージーランドではこの目標をすでに
達成し、イケアの総ウール消費量の約 20 ～
25％を占めています。引き続き、イケアのサプ
ライヤーおよび外部のパートナーと連携して、
世界のほかの地域で新しい責任あるサプライ
チェーンの開発に取り組んでいきます。そうし
たプログラムの 1 つが現在ヨーロッパで進行
中で、イケア で必 要な 総 量 のさらに 20 ～
30％を占めることを期待しています。

アニマルウェルフェア基準を守る

FY22 の実績

•	 鶏肉の総量の 55％が、イケアのベター・チ
キン要件の大部分をカバーするイケア認定の
第三者認証に従って調達されています。FY22
はイケアのベター・チキン・プログラムを継
続し、今では中国や欧州、北米のチキンミー
トボールに対して要件のほとんどが実行され
ています。

•	 豚肉の総量の 35％が、イケアのベター・ピッ
グ要件の大部分をカバーするイケア認定の
第三者認証に従って調達されています。さら
に、北米では 100％自由分娩を実施しました。
つまり、分娩および授乳中に雌豚が閉じ込
められることはありません。

•	 世界でイケアが 調 達した卵の 総 量のうち
93％が、放し飼いの鶏またはケージに入れ
ずに飼育した鶏が産んだ卵でした（FY21 に
測定範囲が拡大したため、全卵、産みたて卵、
液状卵の以前の範囲と一緒に、材料としての
卵を追加）。

•	 FY22 に、農場レベルでリジェネラティブ農
業（環境再生型農業）を取り入れる方法を模
索し続け、北米での牛の事前調査およびサ
プライヤーでのパイロット試験を完了しまし
た。リジェネラティブ農業の原則を活用し、
このパイロット試験では、牧草で育てられた
牛を廃棄物が出ないように最大限活用して
ミートボールを生産し、試作品の試食を行い
ました。

生物多様性の向上と共に、畜産業が、正しく機能する生態系に確実に貢献するように、私たちは従来型農業からリジェネラティブ農業への移行
方法を模索しています。
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無機素材とは、金属、ガラス、陶磁器、化学
物質、電子機器の製造に使用する鉱物です。

イケアは無機素材消費者としては世界市場において比較
的小規模ではあるものの、これらの原材料は多くの場合、
イケアの商品展開にとって不可欠な用途に使われていま
す。たとえば、無機素材は設備機器、照明、食器、鍋＆
フライパンなどの主要なホームファニッシング製品に使
われています。さらに、空気清浄機やスマートホーム製品、
充電式電池のような健康的でサステナブルな暮らしのた
めにデザインされた製品の重要な部品にも使用されてい
ます。
 

現在、再生可能な代替品のない原材料がいくつかあり、
ほかの原材料をリサイクルする技術もまだ存在しません。
また、多くの場合、リサイクルする無機素材の量は、増
加する需要を満たすのに十分ではありません。そのため、
責任あるバージン無機素材の調達を確実にすることに尽
力しながら、できる限り置き換えることにも取り組んでい
ます。

無機素材サプライチェーンの透明性 

FY22 では、引き続き複雑な無機素材サプライ
チェーンの透明性をつくり出す方法を模索しま
した。イケアのビジネスは、サプライヤーやサ
ブサプライヤー、セクターのその他の当事者と
協力して、原材料を原産国までさかのぼるト
レーサビリティを現実的で信頼できる方法で
達成可能なやり方を検討しています。こうした
コラボレーションは、サプライチェーンに沿っ
たリスクの特定と緩和に目を向けることにもな
りました。

たとえば、イケアの充電式電池のためのコバル
トのサプライチェーン全体をマッピングするた
めに、非政府組織の Pact と一緒にプロジェク
トを運営してきました。

ルワンダの小規模採掘者の生計を改善

NGO の Pact と一緒に、私たちは小規模採掘
者の労働条件と生活を向上させる方法を調査し
ました。この調査が明らかにしたのは、彼らの
照明の光源を改善することでサステナブルな進
展の機会はたくさんあるということです。こうし
た小さな変化でも、健康や安全性を高め、環
境への影響を緩和し、廃棄物を削減し、エネ
ルギーを自給自足し、生産性と収入レベルを向
上させる可能性があることを示していました。

電子機器に使われるスズ、タングステン、タン
タルを掘り出す田舎の小規模採掘者の多くは、
電力網へのアクセスがなく、採掘用の適切な
ヘッドトーチはそうした小規模採掘者にとって
今は手に入らないか、または手の届くものでは
ありません。Pact と協力して、地元のコミュニ
ティやより広い地域で採用され、拡大される可
能性のある、これに対応するためのソリュー
ションを検討していました。

無機素材

「アルミニウムスチュワードシップ」イニシアチ
ブに参加

FY22 に、イケアのビジネスは「アルミニウムス
チュワードシップ」イニシアチブ（ASI）という、
グローバルな標準設定および認証の非営利組
織に、責任を持って調達された原材料の必要
性を説明するための下流の支持者として参加し
ました。イケアのビジネスは、アルミニウムの
購入者としては小規模ですが、ASI などの組織
と一緒に取り組み、業界に必要な変化を幅広
くもたらすための大きな影響力をつくり出し、
サポートすることが必要です。
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F22 に私たちはリサイクル素材（二次原材料）
の使用率を高める取組みを続けました。FY21
は、イケアが調達した原材料のうち56％が再
生可能素材で、17％がリサイクル素材だと報
告しました。

現在は、報告の精度を上げる自動化されたデータ収集
ツールの実装に取り組んでいるため、FY22 の数値を更
新することができません。FY23 の数値はお知らせする
予定です。

世界では、20 億 1 千万トンのポストコンシューマー廃棄
物（製品として使用された後の廃棄物）が毎年発生し、
今はそのうちわずか13.5％しかリサイクルされていません。
1 これらの数値は、サーキュラリティアジェンダを強化す

る膨大な機会があること、現在、責任を持って管理され
ていない廃棄物をできる限り減らせることを示しています。
そのため、私たちはリサイクル素材のバリューチェーンに
沿って責任ある調達を確実にする取組みを加速させてい
ます。

私たちは FY22 も引き続き、二次原材料の調達に伴う複
雑な課題に取り組みました。プレコンシューマーおよび
ポストコンシューマー廃棄物をイケア製品に使うための
リサイクル原材料に変える能力を加速させるため、調査
やマッピングを行い、25 を超える市場の廃棄物処理業
者と協力しました。

いくつかの市場の廃棄物処理産業では、その一部また
はすべておいて組織化が進んでおらず、インフォーマル
セクターやセミインフォーマルセクターによって管理さ
れている場合が多くあります。この分野では十分な規制
と監視体制が確立されていないため、ずさんな管理が起
こりやすく、環境や人、現地経済にさまざまな悪影響を
及ぼすおそれがあります。

私たちは開発パートナーと共に、リサイクル技術の調査、
特定、開発を続けました。たとえば、テキスタイルやプ
ラスチックの異なる素材を分類したり、またテキスタイ
ルからテキスタイルへのリサイクルなど、同じ用途にリ
サイクル材料を再利用したりすることを徹底させるため
です。

長年にわたり、イケアのビジネスは FY30 までに再生可
能素材またはリサイクル素材のみを使用するという野心
的な目標に取り組んできました。その過程において、イ
ケア製品に使うすべての原材料のためのロードマップを
確立し、作成しました。そして、廃棄物を新しい原材料
に変える新しい技術の必要性など、いくつかの課題が浮
き彫りになりました。再生可能素材またはリサイクル素
材にまだ置き換えられない無機素材も確認しました。リ
サイクル素材や再生可能素材を使うことが、ポジティブ
な影響を与えるだけではない場合があることも発見しま
した。

FY22 に、2030 年の野心的目標の達成において直面す
る重要な課題に対して、最新の利用可能なリサイクル素
材または再生可能素材の割合をマッピングしました。こ
の作業を通して、イケアの野心的目標の達成は、特定の
原材料に関しては実現が難しいことが判明しました。そ
れでも、できるだけ私たちの取組みの進展を推し進める
ため、すべての原材料に対して野心的目標を維持するこ
とを決めました。

この課題に対処するため、新しい技術を模索し、リサイ
クル業界の発展をサポートすることを目指してパートナー
と一緒に取り組んでいます。また、イケア製品の科学的
安全性を確保する取組みも行っています（39 ページ）。

1 世界銀行「Trends in Solid Waste Management（固形廃棄物管理の傾向）」2018 年

プラスチック汚染に取り組む世界規模の連携

2022 年の始めに、イケアのビジネスは、法的
拘束力のあるプラスチック汚染に関する国際条
約を求める 70 を超える主要な企業や機関に加
わりました。2 月に開 かれた国 連 環 境 総 会

（UNEA）で、プラスチックのバリューチェーン
に沿った統一されたグローバルな法律を制定
するための国際条約の策定作業の開始が決定
されました。

リサイクル素材

リサイクル原材料のための生産能力の増強を
加速

イケアは原材料サプライチェーンを発展させる
という野心的目標のもと、リサイクル原材料の
ための生産能力の増強を加速させ、またリサイ
クル技術の使用も拡大させるための 19 のプロ
ジェクトを 11 の市場で開始しました。これらの
プロジェクトを、イケアの公平性と平等性のア
ジェンダに沿った責任ある調達の仕組みの開
発と組み合わせています。このアジェンダには、
再利用される廃棄素材の回収および分別に関
連する人権尊重や社会、労働条件も組み込ま
れています。イケアの責任あるビジネス慣行に
ついて詳しくは、41 ページをご覧ください。
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2022 年 10 月に、子ども向けコレクションの BLÅVINGAD/ ブ
ローヴィンガードが発売されました。ソフトトイやクッションの
中素材からラグや収納まで、このコレクションの製品のいくつ
かには、オーシャンバウンド・プラスチック（OBP）を原料にし
たリサイクルポリエステルが使われています。BLÅVINGAD/ ブ
ローヴィンガードは、イケアのソフトトイシリーズに使用するリ
サイクルポリエステルの量を増やす、より大きな動きの一環です。

新しい VALEVÅG/ ヴァレヴォーグ マットレスは、前身の
HÖVÅG/ ホーヴォーグに比べて少ない量のフォームを使用し
ています。再生可能フォーム13％、スチール製コイル、リサ
イクル素材 25％を含み、カバーと中素材にはリサイクルポリ
エステルを使用しています。

サプライチェーンのリサイクルポリエステルの
割合が引き続き増加 

2020 年に、ポリエステル製のテキスタイル製
品のリサイクル含有量 90％という大きな節目を
迎えました。FY21 に私たちは、すべてのポリ
エステルおよび繊維に測定範囲を広げました。
硬化プラスチックは除外し、クッションや掛け
布団、ソファ、マットレス、その他の同じよう
な製品の中素材（詰物）などの繊維ベースの用
途はすべて含まれます。

FY22 には、イケアのサプライチェーンのポリ
エステルの 88％がリサイクルポリエステルでし
た。詳細はこちらをご覧ください。

FY22 も引き継き、廃棄物が汚染になるリスク
の高いエリアからの調達を進めています。Next 
Wave Plastic ネットワークのメンバーへの加入
によって、ほかの複数の企業と共同でオーシャ
ンバウンド・プラスチックのサプライチェーンの
構築に取り組んでいます。私たちは密接に連携
して、含有物質のトレーサビリティや、社会的、
環境的条件の向上を確実にするために、認証
機関の作業を改善しています。イケア製品に使
われる材料は、Zero Plastic Ocean（ZPO）の

「OBP Recycling Certification Subprogram
（OBP リサイクル認証サブプログラム）」の認証
を取得しています。
 
IKEA Social Entrepreneurship B.V. は、イン
ドの廃棄物処理業のマイクロ起業家を支援し、
生活を改善し、イケアのサプライチェーンで
使用するためのリサイクルプラスチックの透明
性のある供給の機会を模索するために、イン
ドの Saahas Zero Waste とパートナーを組み
ました。詳細はこちらをご覧ください。

オーシャンバウンド・ 
プラスチックの回収と利用 

はじめに  |  ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる  |  ステークホルダーエンゲージメント  |  サステナビリティガバナンス  |  持続可能な開発目標（SDGs）の指標 
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https://about.ikea.com/en/sustainability/recycled-polyester
https://www.ikeasocialentrepreneurship.org/en/partnerships/accelerating-for-impact/saahas-zero-waste
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戦略的なフォーカスエリアは、ポジティブな影響に関して
私たちがもっと影響力と機会を持っている場所になります。
すなわち、イケアのバリューチェーン全体における水の品質
改善と水の利用可能性の向上、家で消費する水の削減、水
の管理の野心的目標におけるリーダーシップの発揮と他者
との協力についてです。

FY22 では、引き続き SBTN と協力して、淡水の目標設定
方法の理解と開発を行いました。さらに、重要性評価と優
先順位付けの最初の段階をスタートさせました。

SBTN の手法を実施するために必要な手順とリソースの理
解を高めながら、暫定的なアプローチとして、Contextual   
Target Setting（CTS）方法を採用しました。WWF のガイ
ダンスに基づいて、CTS はバリューチェーンの生産部分の
目標設定を可能にしました。生産における依存分析とリス
ク評価を行ったあと、現在の水不足に基づいて、もっとも
重要なイケアのサプライチェーンに関連する河川流域を特
定しました。

イケアの水アジェンダのメインフォーカスの 1 つは、水の管
理が重要な優先事項となっているテキスタイル産業です。
水ストレスや水不足のある地域では特に重要です。ゼロリ
キッドディスチャージ（ゼロ排水）技術とプロセスを実施す
ることで、取水の削減と水の循環を目指します。イケアのビ
ジネスチームとサプライヤーの認 識 を 促し、Business 
Sweden の主導によりバングラデシュで複数の利害関係者
とよりよい関係を結ぶ努力を行っています。

イケアの野心的目標は、2030 年までに優
れた水の管理者になること、そして事業活
動とバリューチェーンの残りの部分におい
てきれいな水の利用可能性の向上に貢献す
ることです。できるだけ水を効率的に利用
し、産業排水による環境へのダメージを最
小限に抑える努力を続けていきます。1

ウォータースチュワードシップ（水の管理）

1	イケアのサプライチェーン内の水管理および排水処理施設に関する年次監
査が実施されています。IWAY– イケアのサプライヤー行動規範について詳し
くはこちらをご覧ください。

2	食品サプライヤーと観葉植物サプライヤーのデータ品質が改善したため、
FY20 と FY21 の水の総使用量が更新されました。

FY20 

FY21

FY22

バリューチェーン全体における水利用
（億 m3）

6.62

7.12

原材料（76％ – 5.5）

家庭での製品の使用（15％ – 1.1）

食品原材料（4％ – 0.3）

イケアのリテール事業＆その他の業務（1％ – 0.07）

生産（4％ – 0.3）

7.2

トルコとインドのテキスタイルバリューチェーン内で
水の管理を推進

FY22 に、WWF とイケアのビジネスは、トルコのメン
デレス川流域で官民および市民団体のパートナーと連
携して活動しました。この取組みには、農業分野での
水効率の改善、テキスタイル分野でのよりクリーンな
生産慣行の実施による、水リスクへの対処およびサス
テナブルな水利用モデルの実施が含まれます。さらに、
このパートナーシップはベター・コットン農場のリジェ
ネラティブ（環境再生型）な綿生産のパイロット試験
の実施を支援し、土壌の状態と綿の根の成長を改善
しています。

またインドでは、ノヤル川とバヴァニ川のための健康
的な淡水エコシステムを確保することを目指していま
す。初期段階では、両河川流域のさまざまなエリア

の水問題とリスクを特定しました。その結果を踏まえ、
よりよい河川流域管理について政策決定機関に説明
するために、科学に基づいたパイロットプロジェクト
が行われています。　このプログラムの一環として、
WWF-India は、Tirupur Municipal Corporation と
連携し、川の再生と地下水保全に関連する政策の策
定と実施を目指して、総合的な地下水管理計画の開
発に取り組みました。2022 年に、このプログラムは、
この河川流域にある 6 つのテキスタイル工場のため
の水とエネルギー効率の改善計画の開発を促進しま
した。この計画では年間 13万m3 の水を節約できます。 

テキスタイルのための重要なサステナビリティへの取組みの 1つ
は、染料の影響に関連したものです。BLOMNÄSA/ ブロムネーサ 
ベッドリネンは、食料として活かせない葉や殻などの農作物やハー
ブの産業廃棄物を利用した染料を初めて使用しています。この染
色工程では、必要な化学物質やエネルギー、水の使用量がより少
なくて済みます。

TOFTBO/トフトボー バスマットは、仕上げ工程で水を一切使用
していません。水処理から機械処理へと技術を変えることで、製
品の単位面積（m²）当たり30リットルの節水になっています。

はじめに  |  ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる  |  ステークホルダーエンゲージメント  |  サステナビリティガバナンス  |  持続可能な開発目標（SDGs）の指標 
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https://about.ikea.com/en/sustainability/building-a-better-business-with-iway
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私たちは、イケアの製品内に使用する化
学物質、または製品の製造に使用する
化学物質はすべて、製品の全ライフサイ
クルを通して安全なものを使用すべきだ
と考えます。

化学物質に対するイケアの見解については、こ
ちらをご覧ください。

「永遠の化学物質」の段階的廃止における 
次のステップ  

パーフルオロアルキル化合物およびポリフルオロア
ルキル化合物（PFAS）は、何千もの化合物を含む
化学物質群を指します。これらの物質は汚れや油、
水を寄せ付けないため、これまでさまざまな消費財
や工業用途に使われてきました。PFAS は環境から
いつまでも消えないため、「永遠の化学物質」と呼
ばれています。特定のいくつかの PFAS は人体や環
境に有害で、安全性を示すデータが十分にないこ
とが知られています。イケアは 2010 年から、サプ
ライチェーンで PFAS の使用を体系的かつ段階的
に廃止する取組みを進めています。FY22 は引き続
き、PFAS の制限と段階的廃止計画を拡充するため、
PFAS が使用されている可能性の特定にさらに取り
組みました。

イケア製品に使用するホルムアルデヒドの 
廃止に向けた取組み 

FY22 も引き続き、イケア製品のホルムアルデ
ヒド放出量削減に取り組みました。私たちは、
数十年にわたってこの課題に取り組んでいます。

ホルムアルデヒドは、自然の中にも存在する物
質です。木質素材でつくられたすべての製品と
テキスタイルは、ホルムアルデヒドを含んでい
る可能性があります。ホルムアルデヒドのレベ
ルが高いと健康にとってマイナスな影響につな
がるおそれがあります。私たちは引き続き、ホ
ルムアルデヒドの放出量の削減に取り組み、木
質素材のホルムアルデヒド放出レベルを天然木
と同じレベルまたはそれ以下に減らすため、段
階的なアプローチを採用しています。

ペーパーフォイルに使用するコーティングのホル
ムアルデヒドの段階的廃止を開始し、2023 年
末までに完了する予定です。

化学物質

無害な素材の循環を徹底する

イケア製品に使用するリサイクル素材の量を増
やす取組みと同時に（36 ページ）、化学物質の
安全性の確保も極めて重要です。FY22 は引き
続き、懸念物質の含有を防ぐ管理をするため、
新しいリサイクル原材料の導入および要件やプ
ロセスの策定の前にリスク評価を行いました。
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公平性と平等性

イケアは 2030 年までに、バリュー
チェーン全体で人権を尊重および
促進し、レジリエントな（柔軟で
回復力のある）社会に尽力するこ
とにより、公平で平等な社会への
貢献において自らの役割を全力で
果たすことを目指しています。
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この野心的な目標は、FY23 の始めに公表された最新のイケアのサステナ
ビリティ戦略の社会的なエリアに含まれています。

https://gbl-sc9u2-prd-cdn.azureedge.net/-/media/aboutikea/newsroom/documents/ikea-sustainability-strategy-sept-2022.pdf?rev=8df71cde87cb4936939d8e4be8af3e50&sc_lang=en&hash=4133E9DAD6EF9B7A77CD3ED0AF79B34D
https://gbl-sc9u2-prd-cdn.azureedge.net/-/media/aboutikea/newsroom/documents/ikea-sustainability-strategy-sept-2022.pdf?rev=8df71cde87cb4936939d8e4be8af3e50&sc_lang=en&hash=4133E9DAD6EF9B7A77CD3ED0AF79B34D
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FY22 の進捗の概要コミットメントと目標

FY22 に、イケアのサステナビリティ戦略のフォー
カスエリア「公平性と平等性」を改訂し、不平等
に取り組むコミットメントを強化し、人権尊重を
ビジネス運営の基礎に据えました。

今回の改訂では、レジリエントな社会の実現に寄与する取
組みをさらに充実させるとともに、社会的に特に弱い立場に
いる子どもたちにも引き続きフォーカスしています。また、
ネットゼロ / 低炭素・サーキュラーエコノミーへの公正な移
行の実現などの分野における新しいコミットメントも掲げて
います。

バリューチェーン全体で生活賃金・収入の提供および促進
により重点を置きます。また、イケアのオンラインタッチポ
イントやデータ主導のプロセスに対して、人間中心のアプ
ローチを促進するコミットメントも含まれました。改訂プロ
セスには、人権と社会的責任を向上させる取組みを行って
いるさまざまな市民団体組織、NGO、ユース活動家、国連
関係機関を代表する幅広い範囲の利害関係者が参加しまし
た。現在、イケアの社会的コミットメントをより運用できる
ようにするための戦略的目標を設定する段階にいます。

この 1 年の間に、責任ある資金設定（RWP）のベースライ
ンをイケアの事業運営内およびバリューチェーンを通して設
定する取組みを始めました（44 ページ）。また、引き続き、
国連のビジネスと人権に関する指導原則を運用できるよう
にしました。それには、コワーカー向けのビジネスと人権の
トレーニングや、より強力なガバナンス構造の確立も含まれ
ます（42 ページ）。新しいコミットメントに従って、不平等
に取り組むのに役立つインクルーシブで社会的影響のある

イケアの製品やサービスを開発する方法を研究するための
組織横断型のプロジェクトチームを立ち上げました。子ども
の安全確保に関する新しいトレーニングを開発し、天然繊
維サプライチェーンでのパイロットプロジェクトを通して、
より深いサプライチェーンにおける子どもの権利のリスクへ
の取組みを強化しました。この 1 年の間に、多くのイケアの
組織でジェンダーバランスが改善しました（46 ページ）。

ウクライナでの戦争は、いろいろな意味でこの 1 年に影を
落としました。私たちの優先事項は、コワーカーおよびイケ
アのバリューチェーンの人々の健康と安全を確保することで
す。また、私たちはウクライナの人々を速やかに支援し、人
権団体と協力して子どもたちやその家族に人道支援を届け
ました。緊急援助とより長期的な人道支援に焦点を置いて
います（42 ページ）。

公平で平等な社会に貢献するために自らの役割を全力で果
たす取組みは現在も進行中で、私たちの努力を強化する方
法を探し続けていきます。

責任ある企業としてレジリエントな社会に貢献する 

•	 国連の「ビジネスと人権に関する指導原則」、および「子ど
もの権利とビジネス原則」に従うことで、人権と子どもの
権利を尊重し、イケアのバリューチェーン全体でもっとも
重要な人権リスクと影響に確実に取り組みます。さらに、
社会における人権と子どもの権利の促進にも取り組みます。

•	 倫理的なビジネス慣行を確実に実行します。これには不正
行為の防止、徹底した倫理的なデータの取り扱いおよびデ
ジタル技術、法人税政策における法律の精神と条文への準
拠、そして透明性のある納税が含まれます。

•	 イケアコワーカーおよびイケアのバリューチェーン全体の
パートナーの安全、生活、レジリエンス（回復力）を確保
するために、気候や健康、政治的および社会的公正の危機
に対し強力なアプローチを徹底します。

•	 ホームファニッシングビジネスおよび「家での暮らし」のリー
ダーとしてのイケアの役割をベースに構築されたコミュニ
ティとつながりを持ち、ポジティブな社会的影響をもたら
します。

イケアのバリューチェーン全体で、適切で有意義な仕事の提供
とサポートを行う

•	 イケアの事業運営において生活賃金・収入を提供し、イケ
アのビジネスパートナーおよびイケアが属するより広いセク
ターにおいても同様にサポートします。

•	 イケアのバリューチェーンのすべての人に対して安全で健康
的な仕事、労働権、社会保障を提供および支援し、安定
性のある予測可能な仕事を確保するよう努力します。ネッ
トゼロおよびサーキュラーエコノミーへ移行できるようにし
ます。将来の需要に合わせたアップスキリングやリスキリン
グなどで、働きがいのある仕事を可能にすることに焦点を
置いています。

•	 イケアのバリューチェーンのすべての人が、それぞれの仕事
で積極的な役割を果たせる状況をつくり、促します。すべ
ての人に、自分の選択で団体に参加したり、団体を結成し
たり（または控えたり）、団体交渉したりする自由があります。

•	 イケアのバリューチェーンのすべての人は責任ある方法で採
用され、自由に仕事に就いたり、雇用を解除したりできる
状況を提供し、促進します。

公平かつ多様で、インクルーシブなビジネスを目指す

•	 イケアが事業運営する社会の人口構成を反映し、人間の多
様性のあらゆる側面を受け入れています。差別を防ぐため
に積極的に努力し、機会と待遇の公平性に取り組みます。

•	 誰もが自分らしくいられて、一人ひとりの声を聞いてもらえ
るアクセシブルでインクルーシブな職場を構造と文化の両
方において促進します。

•	 子どもにやさしいビジネスを実現し、子どもの安全確保、
家族にやさしい慣行、そして子どもたちと若者のインクルー
ジョン＆エンパワーメントに取り組みます。
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最新のイケアの戦略に反映されているように、FY22 にイ
ケアの野心的目標とコミットメントを改訂し、強化しまし
た。更新された社会的コミットメントは、FY23 の初日で
ある 2022 年 9 月 1日に公表されました。イケアの最新
の戦略はここに含まれ、この章の構造に反映されています。
ただし、このレポートの内容は、以前の野心的目標やコミッ
トメント、構造が実施されていた FY22 の進捗に基づいて
います。
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FY22 の主な活動

責任あるビジネス慣行とレジリエン
トな社会

私たちは、バリューチェーン全体で人権を尊重する
ことに尽力しています。子どもたちや移民労働者な
ど、弱い立場の人々を支援する活動を続けています。
不平等に取り組む努力を繰り返しながら、引き続き、
潜在的な悪影響に対処するための人権デューデリ
ジェンスアプローチの開発に取り組み、ポジティブ
な社会的影響を実現するために努力します。私たち
は、社会において人々のレジリエンスを強化するこ
とに貢献する責任を認識しています。

人権デューデリジェンスを強化する取組みを
継続

FY21 に Inter IKEA Group の人権ベースライ
ン評価において明確にされた提案に基づい
て、FY22 には人権デューデリジェンスに対す
るより組織的なアプローチを確立するための
対策を取りました。

次の対策が含まれます：

•	 ポリシーハウスの改訂内容：

- IKEA Group のポリシーを推進し、組み
込み、監視する方法をさらに定義します。

-	既存のポリシーの人権標準への遵守徹
底、つまり、職場のウェルビーイング（心
身ともに満たされた状 態 ）に関する
Inter IKEA Group ポリシーが、最新の
国際労働機関（ILO）条約である「仕事
の世界における暴力及びハラスメントの
撤廃に関する条約」（第 190 号）を確
実に遵守するよう徹底します。

•	 事業全体での人権に関するInter IKEA Group
ポリシーに対する経営陣の明確なスポン
サーシップを定めた、より強力なガバナン
ス構造を確立し、人権リーダーシップ業務
に投資します。

•	 Inter IKEA Group の広範囲のコワーカー
向けのビジネスと人権の入門トレーニン
グを開発します。

•	 近い将来施行される人権デューデリジェン
スの法律を統合し、積極的かつ組織的に受
入れ、検討する Inter IKEA Group の能力
を評価します。これには、人権と環境デュー
デリジェンスに関するいくつかの新しい法
律の選択と検討が含まれています。これら
の法律が企業に期待することと、より具体
的には、対象のすべてのイケアの事業体の
ためのコンプライアンスへの道のりを理解
するためです。

•	 イケアのフランチャイズのビジネス要件で
ある IConduct を中心としたガバナンスを
明確化し、フランチャイジーがこれを遵守
すべく導くことを目的に開発されたサポー
ト資料へ人権尊重の考え方を導入します。 
 
Inter IKEA Group の人権デューデリジェ
ンスプロセスについて詳しくご覧ください。

ウクライナでの戦争に人道的支援と対応

2022 年 2 月に始まったウクライナでの悲惨な戦争の影響を受けた何
百万人もの人々に、イケアはとても深い哀れみの心と関心を寄せてい
ます。人権団体とつながりを持ち、私たちの支援をサポートしてもらい
ました。イケアのコワーカーとイケアのバリューチェーンの人々の安全
を最優先する決定と行動を速やかに実行しました。

継続する紛争により、現地の実情は絶えず変化しているため、敏速な
対応が求めら物品支援れます。私たちは引き続き状況を判断しながら、
寄付金や物品支援などさまざまな方法の支援で対応していきます。

2022 年 2 月以降、イケアのビジネスは長期的に一緒に仕事をしてきた
組織に寄付金と物品支援を届けました。Inter   IKEA Group と Ingka
グループは合同で、2 百万ユーロ相当の金銭と製品をユニセフの緊急
援助に寄付しました。そこには、安全な場所を提供するブルードット

（UNICEF と UNHCR により設置）も含まれます。強制的に移動させら
れた子どもたちやその家族のための重要な支援や保護サービスを提供
しています。ブルードットは、ポーランドやルーマニア、スロバキアなど、
さまざまな国で設置されています。Inter IKEA Group は、2 百万ユー
ロをセーブ・ザ・チルドレンに寄付し、人道支援のためのインフラ構築
を助け、ウクライナ全土と周辺国の何百万人もの子どもたちの保護と
サポートを支援しました。

この経験から得た学びと洞察を、私たちの危機管理手順として将来に
生かしていきます。

イケアのウクライナでの戦争への対応について詳しくご覧ください。

ウクライナでの戦争
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https://www.inter.ikea.com/en/how-we-do-business/the-inter-ikea-group-commitments-to-human-rights/the-inter-ikea-group-approach-to-human-rights-due-diligence
https://www.inter.ikea.com/en/how-we-do-business/the-inter-ikea-group-commitments-to-human-rights/the-inter-ikea-group-approach-to-human-rights-due-diligence
https://about.ikea.com/en/newsroom/2022/04/08/the-war-in-ukraine-ikea-continues-its-humanitarian-support
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子どもたちと若者に対するコミットメントの強化
とイケアの子どもの権利アジェンダの作成 

FY22 に、イケアのサステナビリティ戦略のフォー
カスエリアである公平性と平等性の更新に伴い、
子どもたちと若者に対するコミットメントを強化
し、子どもの安全確保の徹底と若者のインクルー
ジョンとエンパワーメント、家族にやさしい慣行
により重点を置きました。FY23 では、強化した
コミットメントを達成できるよう、新しい戦略的
目標を設定します。

子どもの人権に関するイケアの取組みについて
は、こちらをご覧ください。

より深いサプライチェーンにおける子どもの権利に
関するリスクを防ぎ、対処する努力を継続  

FY22 は、より深いサプライチェーンにおける子ども
の権利に関するリスクを防ぎ、対処する努力を重視
してきました。私たちは引き続き、イケアのアプロー
チを見直し、ビジネス慣行の改善に努めます。

私たちは、天然繊維のサプライチェーンにおける子ど
もの権利に焦点を当てたパイロットプロジェクトを続
け、セーブ・ザ・チルドレンと関連のある The Centre 
for Child Rights and Business と協力して取り組み
ました。この組織は、サプライチェーンにおける子ど
もの権利問題に取り組む企業をサポートする活動をし
ています。このパイロットプロジェクトの目的は、天

然繊維のサプライチェーンにおける子どもたちへのリ
スクや影響をより深く理解することです。以前報告し
たように、FY21 に、サプライチェーンの下層で働く
子どもたちへの悪影響を明らかにしました。私たちは、
状況を把握し、コミュニティレベルのアプローチでこ
の問題の根本原因に対処するため、The Centre for 
Child Rights and Business と協力して取り組みまし
た。さらに、その他の利害関係者とつながり、子ど
もの権利問題への取組みを広げ、より多くの人にイケ
アの野心的な目標だけでなく、このプロジェクトから
の学びと優れた慣行を認識してもらえるようにしまし
た。より広いサプライチェーンマネジメントに情報を
提供するためにこのプロジェクトは継続します。

子どもの安全確保に関する能力を構築

どこでどのようにイケアのビジネスと子どもたちが
関わるとしても、子どもたちを安全に守ることは、
イケアの子どもの権利アジェンダの基礎的な事項
です。子どもの安全確保のためには、イケアのビジ
ネスと関わる子どもたちの安全が徹底されるよう
に、適切な対策を取り（ポリシー、トレーニング、
ガイドライン、ルーティンなど）、危害が及ぶあら
ゆるリスクを軽減し、対処することが大切です。
FY22 には、子どもの安全確保のためのイケアのト
レーニングを開発することで、子どもの安全確保の
方法を強化するためにさらに一歩前進しました。こ
のトレーニングは、このトピックの入門編で、毎日
の仕事の中で子どもたちと関わったり、子どもの安
全確保を考える必要のある職務に就いていたりす
るイケアコワーカーにとって実用的なガイドです。こ
のトレーニングは FY23 に導入されます。

利害関係者として子どもたちが製品開発に参加

FY22 にイケアは、「イケア・キッズアドバイザリー・
パネル」からの情報をヒントに、海の動物をインス
ピレーションにした子ども向けコレクションをつく
りました。詳細はこちらをご覧ください。

イケアのサプライチェーンにおける若い労働者の
インクルージョン

イケアは、児童労働問題に取り組み、働きがいの
ある仕事と若者のための学ぶ機会の促進に尽力して
きました。2021 年を児童労働撤廃国際年とした国
連イニシアチブを支持するために提出した、児童労
働の終結に向けた行動の誓い（アクション・プレッジ）
に続き、イケアのサプライチェーンにおける若い労
働者のインクルージョンをさらに強化するためのプ
ログラムを開始しました。最初のステップは、イケ
アのサプライチェーンとの関係がもっとも高い若者
の失業と教育機会の不足に対するリスクがどこにあ
るのかを明確にすることでした。このマッピングは
FY22 に行われ、このプログラムを世界的に加速さ
せるための計画が立てられました。実施は FY23 の
予定です。
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https://about.ikea.com/en/sustainability/fair-and-equal/respecting-childrens-rights-at-every-step
https://about.ikea.com/en/sustainability/fair-and-equal/respecting-childrens-rights-at-every-step
https://about.ikea.com/en/newsroom/2022/10/12/ikea-brings-marine-life-to-home-and-sparks-play-with-the-new-blavingad-range


44 - イケアのサステナビリティレポート FY22

働きがいのある有意義な仕事

私たちはバリューチェーン全体で、適切で有意義な仕事
を提供し、サポートすることを目指しています。これには、
責任ある採用慣行、ネットゼロ・サーキュラーエコノミー
への公正な移行、安定性のある予測可能な仕事、そして
安心安全で力を発揮できる職場をつくり促進することを
実現させるための努力が含まれます。さらに、責任ある
資金設定、職場での平等性、賃金設定原則、能力、対話、
生活賃金に対して包括的なアプローチを取ります。

IKEA Industry は、板材と木製家具の製造会社です。FY22
では、IKEA Industry は引き続き、健康と安全を最優先事
項と捉え、特に機械安全、交通安全、化学物質の取り扱い、
人間工学に焦点を置きました。

コワーカーの参加は、強固なセーフティ・カルチャーの構
築の重要な要素です。すべての IKEA Industry コワーカー
が、インシデント報告に簡単にアクセスできるようにする
ことを目指しています。
FY22 に、13,000 件のインシデントが報告されました（FY21
は 56,300 件）。前年比で大幅に減少した理由の 1 つは、
新しいデジタルレポートシステムを導入したことによる学習
曲線です。FY22 から学習を取り入れ、今後数年のうちに
より正確なレポートになります。数値の減少に寄与したも
う 1 つの要因は、ロシアのユニットです。そのうちのいくつ
かにはレポートに深く関わっていたコワーカーがいました
が、イケアのサプライチェーンから段階的に除外され、今
ではイケアのレポートの範囲には含まれていません。

私たちの目標は、すべてのコワーカーが職場で安全に働く
ことができて、毎日安全に家に帰れることです。FY22 に、
134 人のコワーカーが怪我をして、翌日は仕事に戻れませ
んでした（FY21 は 123 人）。この増加は、複数の要因によ
るものです。合計労働時間の増加の原因となった新型コロ
ナウイルスの大流行による影響も含まれます。

FY23 は、職場を安全にすること、そして強固なセーフティ・
カルチャーを構築することに焦点を置いて、IKEA Industry
を毎日安全にするために引き続き努力を続けます。

123

134

FY21 

FY22 

FY20 

IKEA Industry
休業災害*の発生件数の推移

124 

* 1日以上の休業を必要とする事故。

13.0FY22 

52.5FY20 

*	 事故につながる可能性のあった安全でない状況、行為または 
ニアミス。

IKEA Industry 
報告された事故の件数*（千件）

FY21 56.3

健康と安全は、IKEA 
Industry の最優先事項

バリューチェーン全体で責任ある賃金設定のベー
スラインを把握する取組み 

FY22 は – FY21 に完成したグローバルな枠組みと
評価方法を使用して – 私たちは引き続き、責任ある
資金設定（RWP）に対して包括的なアプローチで取
り組みました。最初の RWP ベースライン評価をイ
ケアブランドのもとで運営している組織全体で行
い、そしてイケアのバリューチェーン全体のベースラ
インの把握に取り組みました。FY23 では、ギャッ
プ分析の実施とパイロットプログラムの確立に重
点を置くことで、取組みをさらに前進させます。

責任ある資金設定を確保する複雑さを前提として、
引き続き積極的に、政府、NGO、ほかのブランド、
労働組織、スペシャリストと協力してより大きな成
果を達成すべく努力していきます。

IKEA Industry
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1 Inter IKEA Group の参加を通して。

Drivers' Voice 調査

2022 年に、Drivers’ Voice を始めました。イケ
アのバリューチェーンのドライバーのためのグ
ローバルな調査です。開始初年度は、世界中の
トラック業界に関して内側からのユニークな意
見を約 1,000 件得ることができました。調査結
果のおかげで、イケアのビジネスの内部と外部
の利害関係者と一緒に具体的な対策を取り、ド
ライバーが直面したさまざまなニーズや課題に対
応できるようになります。

史上初のグローバルな Road Safety Index
のパイロット試験

私たちは、国際自動車連盟（FIA）が導入し
た史上初の Road Safety Index をテストする
パイロット試験に、ほかのいくつかの組織と
一 緒 に 参 加しました。FIA の Road Safety 
Index は、交通安全の実績を評価し、交通
安全フットプリントを算定する方法です。統一
された測定方法により、ベンチマーキング、
学習、そして成功事例の共有が可能になりま
す。私たちは、FIA の Road Safety Index を
段階的に実施していくことを目指しています。

国連グローバルコンパクトの Think Lab on 
Living Wage に参加

FY22 に、私たちは 1、働きがいのある仕事の
本質的な側面としての生活賃金を企業が促進
および提供するように促す、国連グローバル
コンパクトによる新しいイニシアチブに参加し
ました。Think Lab on Living Wage は、す
べての労働者のために、生活賃金の保証に取
り組む企業の数を拡大するのに必要なステッ
プを明確にしました。生活賃金に関する進展
には、業界や国全体のシステムの変化に影響
を与えるための集団的な取組みが必要になり
ます。

ブロックチェーンを活用して、タイで公平で倫理的
な採用と雇用を促進

2020 年 8 月から 2021 年 8 月の間、国際移住機関
（IOM） と 影 響 力 の あ る テ クノロ ジ ー 企 業 の
Diginex は、タイを拠点とする濃縮ラテックスのイ
ケアのサプライヤー、Tat Win Company Limited

（Tat Win）で、移民労働者をより適切に保護する
ためにブロックチェーンベースのテクノロジーを活
用しました。このプロジェクトでは、Tat Win で雇
用されたミャンマーからの移民労働者 100 人以上
が、Diginex のモバイルアプリ、eMin を通して採
用体験と雇用条件共有しました。これによって、こ
の企業は自らのバリューチェーンの主要なリスクエ
リアおよび採用・労働慣行をより的確に把握できる
ようになりました。このプロジェクトと得た教訓に
ついて詳しくは、IOM の PDF をご覧ください。

移民労働者を保護するイケアの取組みについて詳し
くは、こちらをご覧ください。

FY22 に、イケア製品の製作のために 6 つの新しいソーシャル
ビジネスパートナーシップを結び、合計で 11（新しいパートナー
の 1 つはインドネシアの Du Anyam、写真上）に増えました。
イケアのソーシャルビジネス製品のラインナップは、ソーシャ
ルビジネス パートナーが生産能力や原材料の種類、そして技
術を強化すると共に拡大を続けています。私たちは、イケア
初 の グ ロ ー バ ル な ソ ー シ ャル ビ ジ ネ ス コ レ ク シ ョン、
VÅRDANDE/ ヴォールダンデ シリーズを発売しました。アジ
ア各地の 5 つのソーシャルビジネスパートナーから 20 商品を
取りそろえました。イケアのパートナーは、ポジティブな社会
的影響をもたらすお客さま向け製品をつくりながら、社会か
ら取り残された弱い立場の人々に与えるイケアのバリュー
チェーンのポジティブな効果を高めています。ソーシャルビジ
ネスパートナーがつくるホームファニッシング製品や食品に
よって、FY22 に 5,200 人を超える雇用が生まれました。

世界的な新型コロナウイルスの大流行が継続していたにもか
かわらず、FY22 に売り上げたソーシャルビジネス製品の数量
は 4％（FY21 比）増加し、770,000 点を超えました。

IKEA Social Entrepreneurship B.V. は、FY22 にプログラム
の運営を続け、影響力のある投資 2 を行い、サーキュラリティ、
サステナブルな農業、インクルーシブな雇用を実践する、26
カ国の 101 社の社会的企業を支援しました。これらのプログ
ラムや投資は、小規模農家や生産者、そして避難や不利な立
場により労働市場から遠ざけられていた人々にポジティブな
影響を与えています。

ソーシャルビジネスパートナーシップの事例について詳しくは
こちらをご覧ください：
インドネシアのチョコレートとエチオピアのコーヒー。

2 影響力のある投資とは、財務収益を生み出しながら、重要で有益な社会的または環境的影響を与えることを目的とした企業、組織、基金への投資を指します。

社会起業家

社会起業家との取組みの拡大・発展を継続
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https://thailand.iom.int/sites/g/files/tmzbdl1371/files/documents/using-technology-to-recruit-and-employ-migrant-workers-responsibly.pdf
https://thailand.iom.int/sites/g/files/tmzbdl1371/files/documents/using-technology-to-recruit-and-employ-migrant-workers-responsibly.pdf
https://about.ikea.com/en/sustainability/fair-and-equal/protecting-migrant-workers 
https://about.ikea.com/en/sustainability/fair-and-equal/protecting-migrant-workers 
http://ikeasocialentrepreneurship.org
https://about.ikea.com/en/behind-scenes/commitments/2022/06/01/ikea-to-indulge-you-with-ethiopian-coffee-and-indonesian-premium-chocolates
https://about.ikea.com/en/behind-scenes/commitments/2022/06/01/ikea-to-indulge-you-with-ethiopian-coffee-and-indonesian-premium-chocolates
https://about.ikea.com/en/behind-scenes/commitments/2022/06/01/ikea-to-indulge-you-with-ethiopian-coffee-and-indonesian-premium-chocolates
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ジェンダーダイバーシティにおける次の 
ステップ 

FY22 に、多くのイケアの組織でジェンダーバ
ランスが改善しました。今年度、12 のフランチャ
イジーのうち 6 つで女性コワーカーの人数を増
やす対策を講じ、また 12 のフランチャイジー
のうち 6 つで女性のマネジャーの人数が増えま
した。さらに、12 のイケアのフランチャイジー
のうち 4 つでは、マネジメント職で女性の占め
る割合が少なくとも 50％に達成しています。す

1 これらの数値は、最大のイケアのフランチャイジーである Ingka グループに
関するものです。

2 フランチャイジーの Al-Homaizi グループが運営。

イクオリティ（平等性）、ダイバーシティ（多様性）、 
インクルージョン（多様性の受け入れ）（EDI） 

イケアは、事業活動を行うにあたり、あらゆる多様
性を歓迎し、サポートするだけでなく、多様性を守
るための取組みを積極的に進めていきます。私たち
の野心的目標は、イケアが事業運営するコミュニ
ティの人口統計を反映させて、優秀な人材を採用し、
教育し、雇用関係を維持することです。インクルー
シブな職場環境をつくることを目指しています。

よりインクルーシブなイケアを実現するための
新しい戦略 

FY22 に、新しいイケアのピープル戦略が導入
され、すべてのイケアの組織とイケアコワーカー
のための共通の方向性をつくり出しました。新
しい戦略の 3 つのフォーカスエリアの 1 つは、

「インクルーシブなイケア」で、ビジネス慣行
全体の EDI に焦点を置きます。

3 IKEA Älmhult、Inter IKEA グループのファンクションを含む。
4 賃金のジェンダー平等へのコミットメントとそれをサポートするその後の活動は、イケアのフランチャイジーである Ingka グループが行っています。

賃金のジェンダー平等の実現を支える
対策を取る 4

毎年実施している賃金格差評価に加え、
FY22 には、Ingka グループがジェンダー
賃金格差を埋めるためにいくつかの具体
的な対策を取りました。これには、採用
プロセスを見直し、グローバルおよび国
レベルのマネジメントチームにそれぞれ
の組織内の賃金のジェンダー平等の状
況に関する年次報告を役員会議期間中
に要求し、そして現地の法律が許せば、
給与の設定や査定をサポートするジェン
ダーニュートラルな給与原則を策定する
ことが含まれます。

べてのイケアのビジネス全体で、すべての職種
で、すべてのレベルで、マネジメントチームや役
員を含め、ジェンダーバランスを達成すること
が野心的な目標です。

FY22 に Ingka グル ープ で は、 マネジャー の
50 ％、CEO の 45％が 女 性 でした。1 さらに、
30 カ国のマネジメントチームのメンバーのうち
女性が約半分を占めています。

多くのイケアのフランチャイジーは、組織内の
ジェンダーダイバーシティを改善するために特別
な対策を講じています。たとえば、FY22 に IKEA 
Morocco2 は、物流学校と職業訓練及び雇用促
進事業公社（OFPPT）とパートナーを組んで、
Fulfilment Ladies Class プログラムを始めまし
た。このプログラムを通して、IKEA Morocco で
は伝統的に男性が大部分を占めるロジスティクス
部門のオペレーション業務のために女性たちが
研修を受けて雇用されました。また、FY22 に、
IKEA Kuwait2 では女性リーダーの人数を増やし、
コワーカーのジェンダー平等（女性 50％、男性
50％）を達成しました。

こうしたデータは、平等で多様性のあるインク
ルーシブなイケアのビジネスの実現に向けて前
進していることを示していますが、まだ取り組む
べきことはあります。

私たちは、ジェンダーを含め、あらゆる多様性を
評価する方法に関してイケアの見識を広げるよう
努力しています。ダイバーシティのデータを集め
るイニシアチブについて詳しくはこちらをご覧く
ださい 47 ページ。
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FY22のコワーカーのジェンダー 
ダイバーシティ

 コワーカー（％）  マネジャー（％）

Ingkaグループ

Inter 
IKEA Group

Al-Futtaim 

Dairy Farm

Ikano Group

Miklatorg 

Al-Homaizi

House Market

Sarton

Al-Sulaiman

MAPA 

Northen Birch

Falabella

イケアの 
フランチャイジー

28 72

47 53

47 53

59 41 59 41

20 80

60 40

25 75

44 56

56 44

55 45 55 45

78

50 50

29 71

46 54

24 76

36 64

44 56

5545

5545 47 53

 マネジメントチーム（％）  監査委員会（％）

男性女性

IIGマネジメント
チーム

フランチャイズ3

Range

Supply

54 46 50 50

53

51

45

47 50 5047

39

40 33

69

5435

53

61

60 67

31

466555

49

22

 コワーカー（％）  マネジャー（％）
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より平等な職場の構築に役立つデータの活用

FY22 に、Ingka グループはダイバーシティと
インクルージョンに焦点を当てた調査を実施
しました。30 カ国の約 38,000 人のコワーカー
が参加しました。この結果は、全従業員の多
様性についてを示しています。しかし、特定の
人種、障がい、性的指向など、過小評価され
ているアイデンティティのインクルージョンを
強化する機会はまだあります。

DECIDE アンコンシャス・バイアス・トレー
ニング 

ニューロリーダーシップ研究所とパートナー
シップ を 結 び、Ingka グル ープ は「DECIDE   
アンコンシャス・バイアス（無意識の偏見）」
トレーニングプログラムを始めました。このト
レーニングの目的は、あらゆる状況で無意識
のバイアスの影響を和らげられるスキルをリー
ダーたちが身に着ける機会を提供し、それに
よってコワーカーが思い込みや偏見について気
楽に話せる環境をつくることです。FY22 に、
2,000 人以上のリーダーと採用担当者がプロ
グラムに参加しました。

Business Disability Forumとのパートナー
シップ

FY22 に、障がい者インクルージョンに関す
る進行中のグローバルな取 組みの一環とし
て、 イケ ア は NGO の Business Disability 
Forum（BDF）とパートナーを組みました。
BDF のサポートを得て、多様な個性やインク
ルージョン、そして障がい者のための職場の
調整などの分野で改善の機会を明確にする
初めてのグローバルおよびカントリー評価を
完成しました。その結果を活用しながら有意
義なソリューションを開発しています。また、
活動を促進させるグローバルな作業部会もス
タートさせました。

ベトナムの障がい者と恵まれない境遇
の若者の雇用を支援

FY22 に、イケアはベトナムのソーシャル
ビジネス、Saitex とのパートナーシップ
による初めての製品を発売しました。
Saitex は、恵まれない生い立ちの若者
や障がい者を積極的に採用し、トレー
ニングしています。さらに、生産設備の
配置を多様なニーズを抱える人々に合わ
せて調整し、現場でのさまざまなニーズ
について雇用者に教育を行っています。  

詳細はこちらをご覧ください。
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https://about.ikea.com/en/sustainability/fair-and-equal/social-entrepreneurship-saitex
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IWAY – イケアのサプライヤー行動規範
IWAY は、責任を持って製品、サービス、原
材料、部品を調達するイケアの方法で、イケ
アのバリューチェーン全体のすべてのサプラ
イヤーと一緒に取り組むための完全なサステ
ナビリティシステムです。1 イケアのサプライ
ヤー行動規範であるとともに、サプライヤー
のサステナビリティ慣行のための開発プログ
ラムです。

IWAY の目的は、イケアのバリューチェーンにおいて働
きがいのある有意義な仕事を提供し、環境へのポジ
ティブな影響を促進し、子どもの権利を確保し、動物
福祉を改善することです。IWAY は、イケアのサプライ
ヤーとのオープンな対話と長期的な関係に基づいてい
ます。

FY22 は、生物多様性、労働時間、基本的労働権、移
民労働者の責任ある採用などのトピックに関するイケ
アのサプライヤーとの対話の強化により重点を置きま
した。移民労働者は、バリューチェーンの中で弱い立
場に置かれ、FY22 には新しい複雑な移民の通り道が
生まれ、搾取のリスクが増大しています。移民労働者
の責任ある採用に関する IWAY 要件に確実に適合する
ように、FY23 もこのトピックを重視し続けていきます。

今年度、私たちは改訂された最新版の IWAY である
IWAY 6（2020 年 9 月に導入）をバリューチェーン全体
でまとめる取組みを継続しました。詳細はこちらをご
覧ください。

IWAY 6 は、イケアのサプライヤーが IWAY の必須要件
を満たしながら成長を続ける活動をサポートすることに
より焦点を置く一方で、サプライヤーとイケアのパート
ナーシップの基本としての役割も維持しています。たと
え ば、FY22 に は 1,100 件 以 上 の 検 証 活 動 が IKEA 
Group のサプライチェーンで行われました。これには、
新しいサプライヤーに対するギャップ評価、既存のサ
プライヤーに対するフル監査またはフォーカス監査が
含まれます。

サプライヤーの IWAY の実施をサポートすることに重き
を置き、FY22 に私たちはイケアのバリューチェーンの
いくつかの部分で 1,000 件以上の実施支援活動を行い
ました。こうした活動には、内部監査スキル、健康と
安全トレーニング、責任ある採用などのトピックに関す
る能力開発やトレーニングが含まれます。私たちは、
IWAY システムの中でイケアのサプライヤーの能力開発
に取り組む方法の改善と強化を続けていきます。

ホームファニッシングの最大の仕入れ地域は、数量で見る
とヨーロッパです。イケアは、サプライヤーと長期にわたる
関係を構築することが大切であると考え、サプライヤーの
育成を非常に重視しています。ホームファニッシングサプラ
イヤーとの平均的な提携期間は 11 年です。私たちは、特定
の地域の状況を理解することに努め、適切な環境条件、社
会条件、労働条件の実現に向けて、一貫性のあるリスクベー
スのアプローチを取っています。

1 IWAY を使用して仕事をしているサプライヤーの総数（対象は Inter IKEA Group、Ingka グループ、Falabella）は、約 10,300 社です。

ホームファニッシングの主要仕入れ市場
（合計数のうちの％）

25％ 
中国

17％  
その他

7％  
リトアニア 23％ 

ポーランド

7％ 
イタリア

6％ 
ルーマニア

5％ 
ドイツ

3％ 
スウェーデン 2％

ポルトガル

2％
インド

3％ 
ベトナム
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https://about.ikea.com/en/work-with-us/for-suppliers/iway-our-supplier-code--of-conduct
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森林素材サプライチェーンにおける下請け業者ま
で IWAY を適用

FY22 では、木材加工会社、倉庫会社、商社、輸
送会社など、森林の道路脇からイケアのサプライ
ヤーの敷地まで、森林素材を取り扱うすべての下
請け業者を取り込むことによって、イケアの森林素
材サプライチェーンのいくつかの部分において責任
ある調達に関する IWAY 要件の実施を始めました。
実施に関して、段階的に進めるアプローチを取って
います。最初のステップとして、私たちはイケアの
サプライヤーと協力して、遵守を確実にすること、
最低限の IWAY 必須要件 1 までギャップを縮めるこ
と、複雑で長いサプライチェーンのより深い階層の
開放性や透明性 、能力の不足などの課題に取り組
むことを目指しています。この活動は、無垢材サプ
ライチェーンとボード材料から始まり、そこで学ん
だことをほかの材料のサプライチェーンに生かして
いきます。

デジタル・プラットフォーム・ワーカーのための仕
事を、働きがいのあるものに 

FY22 に、新しい IWAY デジタル・プラットフォーム・
ワークセクションの要件をサプライヤーに導入し始
めました。IWAY デジタル・プラットフォーム・ワー
クセクションは、イケアのビジネスのためにサービ
スを行うデジタル・プラットフォーム・ワーカーの
ための最低限の社会的条件や労働条件を定義して
います。

新しいテクノロジーの発展が、ここ数年で飛躍的に
拡大するためのデジタル・プラットフォーム・ワーク
のための条件をつくり出しました。デジタル・プラッ
トフォーム・ワーカーは、オンラインまたは現場で、
プラットフォーム上で選択可能な短期業務または
サービスを行います。こうした業務の中には、お客
さまの自宅への配送サービスや設置サービスが含ま
れるものもあります。デジタル・プラットフォーム・
ワーカーは独立して操業し、サプライヤーやサービ
スプロバイダー、またはプラットフォームと雇用関

係を持ちません。イケアの野心的な目標は、イケア
のバリューチェーンのすべてのデジタル・プラット
フォーム・ワーカーの仕事が、働きがいのある有意
義なものであるようにサポートすることです。

デジタル・プラットフォーム・ワーカーのための労
働条件や社会保障に関連する法律はほとんどの
国々で整備不足のままで、状況は急速に変化してい
ます。EU では、プラットフォームワークにおける労
働条件の改善に関する指令案が審議中です。IWAY
デジタル・プラットフォーム・ワークセクションで実
現したい目標は、プラットフォーム・ワーカーの社
会的条件や労働条件について対話し、このセクショ
ン要件をイケアのバリューチェーンで実施すること
から学びを得て、このトピックを利害関係者やパー
トナーと共にイケアのバリューチェーンのすべてのデ
ジタル・プラットフォーム・ワーカーのために着実に
進めていくことです。

森林素材の調達のための要件を策定

イケアのビジネスは、木製の家具や小物から、
天然繊維や木質素材でつくられたテキスタイ
ル製品まで、幅広い製品に森林素材を使用し
ています。さらに、パッケージやコミュニケー
ション資料、イケアが所有する事業の運営を
支えるその他の製品にも森林素材は使われて
います。

2000 年に発行された第 1 版から、IWAY に
は森林管理要件が含まれています。FY22 に
これらの要件は、イケアのフォレスト・ポジ
ティブ・アジェンダ 2030 と新しい法律に従っ
て改訂されました。詳細はこちらをご覧くだ
さい。

現在、IWAY 森林素材セクションは、ホームファ
ニッシング製品やパッケージ、コミュニケー
ション資料、その他のアイテムなど、イケアの
ビジネスのために森林素材を使用しているす
べてのイケアのサプライヤーに適用されます。
IWAY 森林素材セクションに記載されている
要件には、不法な伐採や木材取引に関連した
リスクの評価と軽減、よりサステナブルな森
林からの木材調達、イケアの気候アジェンダ
への貢献、天然資源の効率的な利用が含まれ
ます。FY23 に、IWAY 森林素材セクションの
サプライヤーへの導入を始めます。
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1 IWAY 必須要件および IWAY 要件の詳細は、こちらでご覧ください。

https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_21_6605
https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_21_6605
https://about.ikea.com/en/newsroom/2021/01/25/ikea-launches-new-2030-forest-agenda-to-push-for-improved-forest-management-and-biodiversity-globally
https://about.ikea.com/en/newsroom/2021/01/25/ikea-launches-new-2030-forest-agenda-to-push-for-improved-forest-management-and-biodiversity-globally
https://about.ikea.com/en/work-with-us/for-suppliers/iway-our-supplier-code--of-conduct
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責任のある IWAY 実施のために東アジアの
サプライヤーを支援

サプライヤーが確実に IWAY 要件を遵守する
成功要因の 1 つは、サプライヤー自身の内部
監査プロセスをサポートすることです。東アジ
アのイケアのサプライヤーを支 援するため、
ローカルのイケアチームは能力開発を重視し、
監査スキルのトレーニングを計画し、サプライ
ヤーの「内部監査」用ツールボックスを開発し
ました。さらに、サプライヤーがイケアのチー
ムと一緒に、新しく発生した課題を特定し、考
察し、対処するのに役立つ報告経路も確立し
ました。

こうしたアプローチにより、サプライヤーは必
要なときにイケアビジネスと一緒に早い段階で
積極的に、新しく発生した問題を明確にし、そ
の解決方法を見つけ、より強力な協力体制を
構築し、よりオープンで発展的な対話を持つこ
とができます。その結果、この 1 年の間、独
立監査中に特定された重要な IWAY 要件の逸
脱の数は半分以上減りました。

サプライヤーで児童労働が行われていないことを確認

FY22 に実施された IWAY 監査および検証活動におい
て、児童労働の疑いがあるケースや確認されたケース
はありませんでした。私たちはすべてのイケアのサプラ
イヤーでこれを注意深く監視しています。さらに、サプ
ライチェーンのより深い階層における子どもの権利に
関するリスクを防ぎ、対処する努力を続けていきます 
(43 ページ )。

監査で明らかになった労働時間の打刻と労災保険の
逸脱

FY22 に、サプライヤーで行われた IWAY の定期監査
中に特定されたもっとも共通する逸脱は、次の問題に
関連するものでした： 

•	 時間外を含め労働時間を打刻するシステムの不
十分さが 13 社のサプライヤーで明らかになりま
した。

•	 労災保険要件に対する不遵守は、7 社のサプラ
イヤーで見つ かりました。 労 災 保 険 要 件 は、
IWAY 6 で強化され、今は職業病も含まれていま
す。いくつかの地域では、新たに病気が含まれ
たため、サプライヤーへの実施支援にもかかわ
らず、不適合につながりました。

IWAY のすべての逸脱同様、私たちはこれらの問題も
非常に重く受け止めています。問題の根本原因を特定
する IWAY のプロセスに従い、サプライヤーが逸脱を
是正したことを確認し、信頼できる一貫性のある方法
で問題を解決できなかった場合には、取引を段階的に
終了します。FY22 は、IWAY の不遵守により、9 社の
サプライヤーとの取引を段階的に停止しました。
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1 原材料や部品を仕入れるためのコンピテンスセンターをつくるため、2021 年 9 月現在、IKEA Industry のイケア所有の工場のための直接材料の購入は、
IKEA Components の主導で行われています。

2 この表には、イケアのフランチャイジーの現地サプライヤーは含まれません。
3 複数の生産およびサービスユニットを持つサプライヤーやサービスプロバイダーもあります。IWAY はユニットレベルで適用されます。
4 イケアの製品輸送に飛行機を使用することはありません。
5 デジタルサプライヤーは含まれません。
6 新型コロナウイルスの大流行の影響により下請け業者での監査能力が限られているため、FY21 のデータは FY20 に比べて減少しています。世界各国の移動

制限により、多くの検証活動が縮小または延期されました。

IWAYを積極的に遵守しているInter IKEA Groupのサプライヤーとサービスプロバイダー1

イケアの
サプライヤーの種類 2

FY22 の 
生産および
サービス 
ユニットの数 3 

説明

IWAY 要件遵守率（全サプライヤーの
うちの％）

FY19 FY20 FY21 FY22

ホームファニッシングサプライ
ヤーと間接的な購買

1,270 イケアのホームファニッシング製品を
製造し、間接的なサービスをイケア
ユニットに提供 

 97  95  99  99

輸送・流通業者（パートナー
やサービスプロバイダーと呼
ばれることが多い）4 

 

415 イケア製品をサプライヤーから店舗
や配送センターに、また店舗・配送
センター間で輸送

 97  94  97  99

食品サプライヤー 447 スウェーデンレストランやビストロ、
スウェーデンフードマーケットに食品
や食材を提供

 97  99  99  99

IKEA Components 935 イケアのホームファニッシング製品
に使 用する部品や素 材をイケアの
サプライヤーや下請け業者に供給

 98  95  98  99

イケアのグローバルなメディ
ア・プロダクション 

29 グローバルなメディア・プロダクショ
ン用にパルプ、紙、印刷サービスを
提供 5

87 93 94 95

重要な下請け業者 5,500 IWAY 必須要件に準拠している重要
なホームファニッシング下請け業者

94 95 806 89
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他者と協力して取り組むことは、イケアのサステナビリティ
目標を達成するうえで欠かせません。大切なのは、強く
結ばれた有意義な関係を築くことです。力を合わせて行
動することで、私たちは変革を促し、他者から学び、互
いに刺激し合い、最善の解決策を導き出すことができま
す。イケアの主なステークホルダー（利害関係者）は以下
のとおりです。

•	 コワーカー：世界各国のイケアで働く 23 万 1,000 人
のコワーカーは、イケア独自のさまざまなバリューと

「人々により快適でサステナブルな暮らしを届ける」と
いうビジョンを共有しています。多様性に富んだインク
ルーシブでオープンなイケアの環境で、一人ひとりが
自分らしさを発揮して働いています。すべてのコワー
カーが、よりよいビジネスをつくるための役割を担っ
ています。

•	 地域コミュニティ： イケアが事業活動を行う地域コ
ミュニティに参加して、アイデアの習得や共有に努め
ます。環境、暮らし、地域経済にポジティブな影響を
もたらせるよう協力して取り組みます。

•	 サプライヤーとパートナー：輸送・ロジスティクス・配
送サービス、部品、食品の各分野において直接取引を
する 1,600 社近くのサプライヤーおよびサービスプロ
バイダーと協力し、イケアのサプライチェーンだけでな
くより広い範囲でクライメートフットプリントを最小限
に抑えながら、労働条件の改善に取り組みます。サプ
ライヤーやサービスプロバイダーを通じて、数百万人
におよぶ労働者がイケアの製品や部品の調達、製造、

輸送、スウェーデンレストランでの食事・食品提供、
イケアの各企業でのエッセンシャルサービスに携わっ
ています。

•	 お客さま：「より快適な毎日を、より多くの方々に」と
いうイケアのビジョンを実現するため、私たちはお客
さまが何を必要としているか理解する必要があります。
イケアは、店 舗 やウェブサイト、ホームビジット、
IKEA Family など、さまざまな方法でお客さまとつな
がりを築きます。毎年、イケアのコワーカーは世界各
地で数千件ものホームビジット（家への訪問）を行っ
ています。集めたデータとそこから導き出した発見は
イケアの製品とサービスの開発に反映されています。
2016 年以来、年に一度、家での暮らしに関する調査
も世界各国で実施しています 1。この調査の結果は「 
Life at Home Report」で公開しています。

•	 パートナーと協力者：イケアのビジネスが影響を受ける
だけでなく、イケアも影響を与える大きくて複雑でグ
ローバルなサステナビリティの課題に取り組むことを
目指す多くの外部組織と、イケアはパートナーを組み、
協力し合っています。イケアのパートナーや協力者は
企業、政府機関、大学、NGO などです。

FY22 にイケアと連携したパートナーと協力者のリス
トは以下のとおりです。 
詳しくは、ステークホルダーエンゲージメントのウェ
ブページをご覧ください。

•	 Business for Nature

•	 Centre for Child Rights and Business

•	 Climate and Clean Air Coalition (CCAC)

•	 エレン・マッカーサー財団（EMF）

•	 ユーロ・コマース

•	 欧州家具産業連盟（EFIC）

•	 Exponential Roadmap Initiative（ERI）

•	 Flow Loop

•	 GlobeScan

•	 ILO 児童労働プラットフォーム

•	 Institute for Human Rights and Business
（IHRB）

•	 国際商業会議所（ICC）

•	 国際移住機関（IOM）

•	 ISEAL Alliance

•	 責任ある採用のためのリーダーシップグループ
（LGRR）

•	 Nordic Business Network for Human Rights
（NBNHR）

•	 Our Normal

•	 Real Play Coalition2 

•	 科学に基づく目標イニシアチブ（SBTi） 

•	 SBT ネットワーク（SBTN） 

•	 ストックホルム環境研究所（SEI）

•	 The Climate Group と そ の EV100、EV100+、
RE100 イニシアチブ

•	 The 10 YFP/One Planet Network

•	 UNFCCC（気候変動に関する国際連合枠組条約。
Race to Zero を含む）

•	 国連グローバルコンパクト

•	 UNICEF

•	 持 続 可 能 な 開 発 の た め の 世 界 経 済 人 会 議
（WBCSD）

•	 世界経済フォーラム

•	 We Mean Business Coalition

•	 世界資源研究所（WRI）

•	 世界自然保護基金（WWF）

•	 50L Home Coalition

ステークホルダーエンゲージメント 

1 Ingka グループを通じて。
2 Ingka グループの取組み。
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https://lifeathome.ikea.com
https://lifeathome.ikea.com
https://about.ikea.com/en/sustainability/stakeholder-engagement
https://about.ikea.com/en/sustainability/stakeholder-engagement
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サステナビリティはイケアのビジネスに欠かせない要素で
す。私たちは、イケア全体の方向性に沿って包括的な視
点でサステナビリティに取り組みます。イケアの各ビジネ
ス部門は、サステナビリティに関する全体目標の達成に
貢献します。

戦略的サステナビリティ協議会

サステナビリティに関するイケア全体の方向性（目標とコ
ミットメント）を決めるのは、戦略的サステナビリティ協
議会であり、議長は Inter IKEA Group の CEO が務めます。
戦略的サステナビリティ協議会には Inter IKEA Group と
フランチャイジーの代表者が参加し、イケアのフランチャ
イズシステムにおける各企業の独立性を尊重しながら、フ
ランチャイズシステム全 体での統 一を図ります。Inter 
IKEA Group のマネージングディレクターたちは正式メン
バーで、選ばれたフランチャイジーのマネージングディレ
クターたちは 招 待メンバーです。それぞれ Inter IKEA 
Group とフランチャイジーのサステナビリティマネジャー
たちも同様に招待メンバーとして参加します。

Inter IKEA Group とフランチャイジーから専門家が集結
したサステナビリティに関するワーキンググループでは、
イケアのサステナビリティ戦略を実現するため、戦略的イ
ニシアチブについて話し合い、意見のとりまとめを行って
います。

Inter IKEA Group のサステナビリティマネジメント

Inter IKEA Group のサステナビリティマネジメントはサス
テナビリティに関する目標とコミットメントについて意見
をまとめて策定し、パフォーマンスについて報告する責任
を持ちます。また、環境的影響や社会的影響を伴うビジ
ネスの戦略的決定に関する提言を行い、戦略的サステナ
ビリティ協議会の議題や決定事項を立案します。

企業倫理と誠実さ

イケアのビジネスのあり方は、イケアバリューとイケアカル
チャーに強く結びついています。私たちの活動、意思決定、
振る舞いにそれらは表れます。こうした行動的要素は、ビ
ジネスの進め方、そしてコワーカー、ビジネスパートナー、
お客さまとの関わり方に反映されます。イケアのビジネス
要件は、企業倫理をはじめ幅広いトピックを網羅していま
す。ビジネス要件をまとめた重要なドキュメントには、以
下のものがあります。

•	 行動規範：Inter IKEA Group コワーカー向け
•	 IConduct：イケアのフランチャイジー向け
•	 IWAY：イケアのサプライヤーおよびサービスプロバイ

ダー向け

Inter IKEA Group

•	 Inter IKEA Group の行動規範はこちらからご覧くだ
さい。 

2016 年に導入された Inter IKEA Group の行動規範は、
現在改訂を行っており、FY23 に発行されます。倫理に関
するより幅広いコミュニケーションが盛り込まれる予定で
す。その目的は、倫理的な職場をつくり、倫理的ジレンマ
に関する対話を促すことです。

•	 Inter IKEA Group の Raise a Concern 環境について
はこちらをご覧ください。

FY22 に、既存の「Inter IKEA Group の行動規範への入門」
ワークショップは、多くの新しいコワーカーに届くように、
統合された形に見直されました。全く新しい「Inter IKEA 
Group の行動規範への復習」オンラインラーニングは、
Inter IKEA Group 企業で 2 年以上在籍しているコワー
カーのために導入されました。どちらのラーニングソ

リューションも受講が必須となっています。2022 年 6 月
に導入されて以来、1,500 人以上の参加者がこのトレー
ニングを終了しました。

イケアはインクルーシブなカルチャーを推進しています。
物事に前向きに取り組み、懸念が生じた場合には率直に
打ち明けることが推奨され、一人ひとりが力を与えられて
いると感じる環境をつくります。Inter IKEA Group では、
フィードバックをする文化が培われており、懸念が生じた
場合にさまざまな方法で報告することができます。コワー
カーはマネジャーやピープル＆カルチャー（人事部）の担
当者に直接相談したり、Raise a Concern（懸念の表明）
プラットフォームを利用したりできます。

FY22 には、Inter IKEA Group に関連した 91 件の懸念
が報告されました。75 件の懸念が報告された FY21 と比
較すると、21％の増加です。この増加は、外部の Raise a 
Concern プラットフォームを開設したことがある程度影響
している可能性があります。懸念の大部分は、コワーカー
の数がもっとも多い供給部門と製造部門の報告でした。
ほとんどの報告は人事または企業倫理に関連する内容です

（ハラスメントや差別、リーダーシップ行動、利益相反、
贈収賄など）。報告を受けた懸念の 47％は（部分的に）
立証され、懲戒処分やプロセス改善などの措置が取られ
ました。

FY22 に、新しい Raise a Concern プラットフォームが設
計され、手順が更新されました。FY23 には、この新し
いプラットフォームが導入され、Inter IKEA Group 内で
懸念を提起する場所や方法についての認識を高めるコ
ミュニケーション活動が向上すると思われます。さらに、
懸念に対処する人たち一人ひとりに合わせたトレーニング
プランを開発中で、これも FY23 に実施されます。

Inter IKEA Group は、人権を尊重したサステナブルなビ
ジネスの運営とイケアのバリューチェーンにおける公平で
安全な労働条件の確保を実現するべく努力しています。イ
ケアのサプライヤー行動規範、IWAY は、イケアのビジネ
スパートナーに期待することを明確にしています。IWAY

の要件の 1 つは、イケアのビジネスパートナーが従業員の
ために苦情処 理の仕 組みを設けることです。FY22 に、
Inter IKEA Group は、サプライチェーンのための苦情処
理の仕組みを設置する可能性を模索し始めました。サプ
ライチェーンの従業員が懸念を提起する最後の手段として
イケアにも連絡できるようにするためです。私たちは、利
害関係者とつながりを持ち、重大な IWAY 違反を通報で
きる手段を提供するコミットメントを実現させることを目
指しています。FY23 に、選 ばれたいくつか の市 場で、
Inter IKEA Group はサプライチェーンの従業員のための
苦情処理の仕組みをテスト運用します。

イケアのサステナビリティレポートとクライメートレポート
は、イケアのフランチャイズシステムのもと、またはイケ
アのバリューチェーン内で運営している企業の組み合わせ
た実績をまとめています。これらのレポートは、レポート
の対象である企業に適用できる正式な報告要件には対応
していません。Inter IKEA Group は、FY26 に適用され
る EU の企業サステナビリティ報告指令に従って報告をす
る予定のため、それに向けた準備を進めています。

詳細はこちら

税務・財務コンプライアンスに関する報告書は、各社が
発行する報告書を参照してください。Inter IKEA Group
は、Inter.IKEA.com にて報告書を公開しています。

多くの場合、イケアのフランチャイジーは各社が個別の報
告書を発行します。その中にはイケアのビジネスとその他
のビジネスの両方が含まれていることがあります。フラン
チャイジーごとの詳細は各社の報告書をご確認ください。

サステナビリティガバナンス
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持続可能な開発目標
（SDGs）の指標
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国連の持続可能な開発目標（SDGs）は、貧困やジェン
ダー平等、気候変動など地球規模の問題に人々が共同
で取り組むための枠組みを規定しています。また、私た
ちはイケアのブランドやバリューチェーンが持つ世界的
な影響力を活用しながら、SDGs の達成に貢献するため
に重要な役割を担っていることを認識しています。SDGs
は、ピープル・アンド・プラネット・ポジティブ戦略と
2030 年までの目標が策定された際、重要な指標の 1 つ
として使用されました。多くの活動は、互いに密なつな
がりを持っているため、SDGs の複数の目標に影響を与
えます。マテリアリティ（重要性分析）プロセスを通して、
イケアが SDGs に貢献する方法をより詳細に見直してい
ます。このセクションでは、SDGs の各目標に特に関連
するイケアの活動とリンクをまとめています。

あらゆる場所で、あらゆる
形態の貧困に終止符を打つ

移民労働者の責任ある採用を継続します。45 ページ

バリューチェーン全体で責任ある賃金設定のベースラインを
把握するために取り組みます。44 ページ

国連グローバルコンパクトの Think Lab on Living Wage に
参加しています。45 ページ

社会起業家との取り組みの拡大・発展を継続します。 
45 ページ

プラントベース食品の売上が増加し、選択肢が拡充しました。 
13 ページ

IKEA Food の栄養プロファイリングシステム（IFNPS）を使用し
て、より健康的な食品を提供します。13 ページ

食品のイノベーションを加速します。13 ページ

よりサステナブルな 食 品システムを目指して取り組みます。 
33 ページ

飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状
態の改善を達成するとともに、持続可能な農業を
推進する

コワーカー向けのビジネスと人権のトレーニングを開発します。42 ページ

子どもの安全確保に関する能力を構築します。43 ページ

イケアのサプライチェーンにおける若い労 働 者のインクルージョン。 
43 ページ

IWAY システムの中でイケアのサプライヤーの能力開発に取り組む方法の
改善と強化を続けていきます。48 ページ

すべての人に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供
し、生涯学習の機会を促進する

よりインクルーシブなイケアを実現するための新しい戦略を導入しました。 
46 ページ

多くのイケアの組織でジェンダーバランスが改善しました。46 ページ

IWAY を通じて、多様性を受け入れるインクルーシブな職場づくりを促進す
るうえで、サプライヤーに期待することを周知します。48 ページ

DECIDE アンコンシャス・バイアス・トレーニング。47 ページ

ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児の
エンパワーメントを図る

人々がより健康的でサステナブルに暮らすためのインスピレーションを提供
し、そうした暮らしを可能にするソリューション、製品、サービスを新たに
開発し発売しました。9、11、13 ページ

屋外大気汚染を改善する対策を取ります。イケアのクライメートレポート FY22

あらゆる年齢のすべての人の健康的な生活を確保し、
福祉を推進する

すべての人に水と衛生へのアクセスと持続可能な 
管理を確保する

水を使用する製品の効率性を引き続き改善していきます。12 ページ

ウォータースチュワードシップ（水の管理）。38 ページ

すべての人に手ごろで信頼でき、サステナブルかつ
近代的なエネルギーへのアクセスを確保する

再生可能エネルギーを手ごろな価格で提供し、家でエネルギーを効率的
に使用できるようにする取組みを継続します。10 ページ

イケアのバリューチェーン全体で再生可能エネルギー使用率 100％を目指
します。22 ページ

すべての人のための持続的、包摂的かつ持続可能
な経済成長、生産的な完全雇用と働きがいのある
仕事を推進する

バリューチェーン全体で責任ある賃金設定のベースラインを把握するため
に取り組みます。44 ページ

移民労働者の責任ある採用を継続します。45、48 ページ

国連グローバルコンパクトの Think Lab on Living Wage に参加しています。 
45 ページ

強靭なインフラを整備し、包摂的で持続可能な産
業化を推進するとともに、技術革新の拡大を図る

電化、100％再生可能エネルギーに向けて努力し、引き続きエネルギー
効率を改善します。22ページ

よりサステナブルな新しい原材料を取り入れ、開発します。22ページ

都市と人間の居住地を包括的、安全、強靭かつ
持続可能にする 

きれいな空気を実現する製品とソリューションの開発に重点的に取り組みま
す。11 ページ

屋外大気汚染を改善する対策を取ります。イケアのクライメートレポート 
FY22

気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を
取る

バリューチェーン全体の温室効果ガス排出量を大幅に削減します。22 ページ

バリューチェーン内の林業、農業、製品を通じて、大気中の炭素を除去し、
貯留します。24 ページ

イケアの責任範囲を超えて社会全体に貢献します。25 ページ

陸上生態系の保護、回復および持続可能な利用の推進、
森林の持続可能な管理、砂漠化への対処、土地劣化の阻
止および逆転、ならびに生物多様性損失の阻止を図る

SBT ネットワーク（SBTN）の「Corporate Engagement Program（企
業エンゲージメントプログラム）」に参加し、海洋、淡水、生物多様性、
土地利用、資源利用などについて科学的根拠に基づいた目標を設定す
るための枠組みの開発に協力しました。30 ページ

フォレストポジティブを実現します。28 ページ

木材、綿、食料、その他の原材料を、引き続きよりサステナブルな供給
源から調達します。27 ページ

IWAY を通じて、イケアのバリューチェーンの環境的基準を改善します。
48 ページ 

持続可能な開発に向けて平和で包摂的な社会を推進し、
すべての人に司法へのアクセスを提供するとともに、あら
ゆるレベルにおいて効果的で責任ある包摂的な制度を構
築する

イケアのバリューチェーン全体で責任あるビジネスを確立するため、
企業倫理に従って行動し、協力して取り組みます。52 ページ

持続可能な開発に向けて実施手段を強化し、グローバル・
パートナーシップを活性化する

イケアのサステナビリティ目標を達成するために、他者と協力して変
革を推進し支援します。51 ページ

国内および国家間の格差を是正する

多くのイケアの組織でジェンダーバランスが改善しました。46ページ 

よりインクルーシブなイケアを実現するための新しい戦略を導入しま
した。46 ページ

バリューチェーン全体で責任ある賃金設定のベースラインを把握する
ために取り組みます。44 ページ

デジタル・プラットフォーム・ワーカーのための仕事を働きがいのあ
るものにする努力をします。49 ページ

海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し、
持続可能な形で利用する

オーシャンバウンド・プラスチックを回収し、利用します。37ページ
イケアが世界全体で使用した魚介類の総量のうち、水産養殖管理協議会

（ASC）または海洋管理協議会（MSC）の認証を受けたものは 98％に達
しました。33 ページ

人々がより健康的でサステナブルな暮らしを送るためのヒントを提供し、 
力となります。8 ページ

より快適な毎日を生み出すための社会のムーブメントをつくります。9 ページ

責任を持って調達された原材料をベースに、サーキュラービジネス（循環型
ビジネス）への転換を図ります。14 ページ

イケアの製品内に使用する化学物質、または製品の製造に使用する化学物
質はすべて、環境と社会にとって安全なものを使用します。39 ページ

持続可能な消費と生産のパターンを確保する
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